
「ひまわりソ誕生秘諸

「機関紙を発行しようと息うがどやろか？

--・・Jと小中松理1JQ3NVK局）は＿滞園函l|

総理1JQ]THQ局）ほか列府の議貝（ほか各

局）を瞬きもせず見まわした。眼錢が ま

ぷぐレンズが撫いかのようにいっそう透

き涌ぅて見えた一連）＇／内閣 (FTZ-CM

愛好会）発足後問もない、暑い日の況いて

いた頃のことである。ここは、選挙区制や

党派や派9月、金1粗問理などの全く関係無い
梱である＿ひたすら、 「国民 (4301iIlz•J‘岐

好者）同士楽しく付き合うことがでされば

・ー一．」と、恩うばかりであった，小中の右

説とし目されている滴栂lが、その少し品に

かかった声で、 「それは私も大賛成です、

カ’’と 11を開いた． fl)紐1代や邦送代など

のiを用をどうするか、記事はどんなものに
するか、絲集は誰か、などの問題がある‘,

詰諮を亜ね、絹集は誰がやるかとなった

とさ、無L1で何平に（煎謳な田中 (,l03WII99

局）が、重々しい口調て軽々しく言った，

「その絹集、私がやりましょか？」．（齢途、

m中は、半は後•I栢していた．空を見遣りな

がら「明FIも晴れだな j と呟いて見た時計

は もう町1日になっていた．

悲ふさけはこれ位にして』• ・・、実際、批

新開すら作ったことも無いくせに困ったも

のである。結局、でさあがったのが、仮称、

FTZ通信(A4 X l 枚）であった，そ—g

FTZ通信での募集に応暮された村山氏

IJ03VID局1の「ひまわり Jが採用され、

そして、「ひまわり創刊号」より西原氏

FTZ~FM愛好会
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事務局 JQ3NVK JQ3TWQ 

婿集 JQ3WHG JS3HPC 

牌巣号特別翌堕 田中勇 d• JQJWHG 

IJSJIIPC局）を絹集長として迎え入れ、今

日に至っているのである．

箱集といっても大したことではなく、皆

さんが応暮された記事をワープロで紙面に

打iぅ替える程度であり、紺菓長は別として、

大変なのは、 EPlii1時の絹焦および手配をし

ているi祠薗氏と胤稿管理および配送手配を
している小中氏ならびにそれを手伝ってお

られる小中氏の奥さんではないかと思いま

すワ

くお屈い＞

「ひまわり」は、皆さんからの記事を主

体にしております。酋い換えれば昔さんか

らの記事の応第がなけれ1。「ひまわり」は

発行できないということになります a

「アマチュア乳9粒を妹めたきっかけ」、

「移動運用記Jなどアマチュア熊線に関す

ることであれば）司でも結梢です，是非た＜

さん）も募されて下さい 1ただし、中傷的な

ものは不採用とな＆J均合があります）。特

に、技術的な記事、アイボ・ール後の惑想文

に含芯えた記箪は大歓迎です，

それと、 FTZ-l'M愛好会は、皆さん

が主役です。 r私も揖集に加わってみたい」、
「企画に加わってみたい J、et c“ あり

ましたら、事務局までご述絡下さい。

原稿送付先：〒げ氏）

尼崎市大応3-12-2 
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砂白 FTZ-FM菱好会没砂誕生秘話小中幸雄 deJQ諏 VK
~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

おOMilz哨fFMメインローカル局が， 9ヽ

ムライブを通じて何かをやろうと羅針慇も

ない I'TZ -FM愛好会という小船で，

1990年 4月に出航して以来，ロールコー

ルの四数も 8月 I1日で第 18阿を迎えまし

た。

FTl-FM蛍91会も当初， ］0数局程

度のチェックイン局数でしたが，今や勾

局近くに増えて， 7月四日の第 1回アイ

ボール会には，岱局もの局並U・1,：多級の

憫家族の方々が参加され，低大で且つ楽し

いアイ浪ール会を催すことができる大船と

なりました．

また， 1990年 7月には，学生主体のI

T Z -J rも誕生し，？月胡口に第 1回

ロー！しコールが行われました，各揺さん既

に団存じのことですが， FTZ-FM愛好

合は， 9[9俎翌務その他により，お互いの観

睦ク）舟合を広げようとする同士の 主に

9ふOMI切帯 FMメインローカル局の集j、り

です， 9ラプ制度，会員制度をとらず，従

って，会1i'，など印測されたものは有りませ

んと名）計さん自身で，各局さんの心の中・て

決めていなだいて， 1屯な無線業務をエン

ジョイしていただいたら幸いかと思、いまオ。

今回創刊されました1:．rz通信（仮称）
はそのような FTZ-FM衷好会を免展

させるための一手段に過ぎませんが，各局

さんからいただいた1原稲を主14tに，不定期
ではありますが，今悛も発行を菫ねていち

たいと恩いますので，各局さん宜しくおii

い致しますふ

FTZ通信 [199[18 12）より

大庄消防無線クラブ結成後，私は

43OMHzメイン周辺にて，オンエア局と

QSOすると共に， 「大庄消防無貌クラプ

オンエアミーティングlを毎遠火1蘭日の

22:00よりメイン「）近で行っていましな。

その中で． J⑳ kJB 山田さん（吹田市）よ

りアイボールの提案があり， JJ3YUAの

QTHである尼崎市東大島農業会館でアイ

ホー1レ会を開催しました c 図局もの多く

0)局長さんが集まられ，非常に FBなアイ

ボール・ QSOでした。その後も， 「大庄熱

線クラプオンエアミーデ／ング」に数多く

の忌艮さんがチェックインされる様になり

ました，

囲を祖ねるうちに大庄無統クラプ局名

でのオンエアミーティングで1J：．なにか制

限がある様に恩われることもあり，また雅

でも気軽に声がかけられ， •1- とソク・f ンて

をる（翌釘・会」をつくっては，との提案が

ありましたので，さうそく愛称を慕祁しま

1-た，数多くの応葬があり，）QJR93「）食節
さん（翌中市1応拝OJFTZ-F'M愛好会

を採Iil, 4300ill'FMメインローカル喪好

会がこっして祗生しました．

1° T Zは 4 3 0の症味です'

叫箪尋IThme)0(2erい）の頻文字をとった rr1

な吸称で寸．

思、えば早し、もので・オンュアミー一ー「ィン

グも第 29回を数え， 1恙チェックイン局数
はJGO局以上にもなっています。今悛とも

F T Z -F M労女子会は何の規約・規制もな

い四な啜奸・会として育てていきたいと恩

-,ていますので，呼びかけをするときは，

FTZ-FM壼好会各局とコールしていた

だけれIL FBかと思っています．私は

l'TZ-FM愛女子会メンパー各局とは．で

きる限りコールしないようにするつもりで

すので，特さんもこの趣旨をご別月名いただ

いて， 阿1な運用をお願い致します．

ひまわり創刊号 (199°・103J）より

ひまわり特集号



し FTZ-FM愛好会

第 19号
”•9 r ： 事務局軋3罰k邸＇［罰 J四cuv

頃鉗 J03¥IllIGぬ IlI}[J顕 QS
-----

羹然苺そう均阪神淡路大霙鬼とアマチュア無線
1995<卜1月 17U05時46分，兵lit県閑部を ／3の非常通信無稼局の開局を知り，神戸什j

おそった人地霞IJ将い人命と多くの111廊を 東濤区のJA3YllL/3を訪ね， 8J3A胤（東瀾区

称いました。被災された）J々 には心からお 役所内）にポランティアとして参加しまし

見鉗いi|「し」げますと共に復興に際して た。

はお互いWJ9」合いましょう。
地蔑発生時の私

参加H的はアマチュア1111線0)交信を利用
して何をしているのか．また1可ができる0)

1 月 17l•105ll,946分は出勁途中で， J Rh|l，かを知りたいまた今私たちが何をすべき

戸約芦屋駅手前を走行中に地震が発生，電 lかを求めてでした。

車は脱綜し，停車しました。私と阪神大浪 慇知はあまり迎出がうまくできていなか

災については次l"11こします。 ・った ~玉 1 日の参加では私達がf•Jをすぺ

地窟後のFTZ-FM愛好会 iきかを知ることができず．束削1区までは交

池緩発牛後 FTZ-FM愛好会は1月＇通 "9情もあり，毎日の参加は難しい。どこ
幻 Hに予定していた新年アイボール会を阪 か近くで活動できる柑所は・・・と思ってい

神大眼災義援アイポール会に変更して実胞 ました。

することに決定， 4301-"運用で交信できる各lJ03'「W嗚より西宮現地事務所に内謀激は
局l句き安否梢報の収集とJしにアイボ-ル会，＇あるが，運用者がないとの惜報をもとに，
実施を述絡。 i彼に西宮現地事務所を肋ねてもらいました。

1月29日当I]は交通事情の悪い中， 1泣局＇四宮現地事務所のチーフの方が几アマチュ

の参加のもとでアイポール会を行うことがiア犀し国家であったため，話がス1、ーズに進
でき，各局と体験談を貼l冷い，お互いに＇み，迎！ Illしてほしいとの返答がありました。

IWけ合いましょうと，参加収は義殷金とし
てお送りすることができました。

その後自転I|i・ tliヰ隊にて神戸・芦屋

•印月方而の各局の状況把握を実施多(
の局長さんの無事を確認することができま

した。自転車・単平等で現地関査された各

局ありがとうございました。

JARLの非常通信無絲局の開局と FTZ

-FM愛好会

災害復1日を支援するため， JA3RL•J応YRL

FTZ-FM愛好会駆ll紺会謡を開催． 2月

L21」悦1局予定で，非常通信局を連用するこ

とに決定しました。

災害救援特別局 8J3ASIR 

運用目的 アマチュア賊線局迎II」を主目的

とせず，一般ボランティア参加，股災災祖

復l日支援活動の"'でアマチュア丸11線を運IfI

するものとする

運用期間 L鉛5年2月12日～4月15[l



運用場所西宮iii沖1']IIIIBlir2番疫号

市立福祉会館4F

摂災救援社協合同本部 四宮現地事務所

設定周波数上に砧ム720)l]Jz F3 

運用主体 FTZ-FM愛好会及び一般支

援アマチュア局同時にJJ3YUA):庄消防Ii世

線クラブも開設

が実態であったと思います。 1人が， 1局

訊 1ダループが声を掛けることにより，

多くの方が集まり，、意見を交換し，行動を

開始することができます。これがアマチュ

ァ狐線．人の集まりであると屈います。

5月6日の第2J35回FTZ-FM愛好会t
ンエアミ-—ーティングは，多くの局長さんの

！チェソクインがありました。オンエアミー

3月15日をもって疇現地事務所は救援 Iティングは 1局がキー局になり，多くの1月

より復奥に切り替えられ，西宮市tJ会福祉 がワヽ，チ．必艇なときに屯波を発放する。
協諮会に漿務を引き継ぐことになり， 8J3A （チェックインをする） 弗常時にはこの

MRも西宮市アマチュア1e)に引き継ぎ， 4月 運Ill方怯で非常通信ができるものと慰って

15日迄確実な迎用を続け、 Ill局となりまし います。今団の8J3MIRI災宵救援特別局1

応アマチュア無線を通じ．囮宮現地事務 運用にあたっても．この通信方法で多くの

所にポラノティア参加，協）Jいただいた局， 局より支援をいただきました。今後あって

ぶりにありがとうございました。 はならないことですが．非常時にはFTZ 

非常災害時とアマチュア無線

阪神大冨炭てアマ千コア無埠運／flで•.った .-i

1. Iこ1頃よりローカル局との交倍をしてい

ること。 8,13Mmは各局より支援のもと

で運JI」ができました。

2. ローカルの連ITT/月放数(4①FMIの迎IIj状，

況をよく知っていることが大切である

混信の中でもお互いに配應しながらの

交僧術を習得していること

3.周波数粥は430WIzF'［モードが姫適と息

える。交信範囲が適当である。ハンデ

ィ機が普及している。

運用方法

今回の災官19もアマチュア；欺緩家はアマ

チュア無線を掛lいて救援活動の重巽性を知
り，アマチュア娘線を迎用して人命救助，

災官の救援，復興の支援とは何かを考えさ

せられました。そういう局が大半であった

と思います。 「1，1をどの様にすれば・ • ・わ

からなしヽ ..曹・どこに行けば・ ・ • ・」としヽ うの

-FM愛好会．またはJJ3YU<（大井消防無

級クラプ）が非Iii通信局のキー局として1l
111するこ!-がで去ます。その節は各尼rの↓

援をお灼jiいします。

突然おそった阪神淡路大康災も．ゎl会を

恐怖に陥れている事件で過去のIli米山の様

に忘れ去られようとしています。今，復拙

に向かい，歩みだしたところで． これから

が大変な時期です。また．アマチュア烈紐

についても， 430]「Mモードが主パンドで，裕

援波として新用されたことは事実ですc

あらゆることを過却）出来事ですませず．

将来への教訓とすぺきであると想います。

H常のアマチュア乳縣紛遮用と迎い，熊線の

新しい通用の忠として，今後実験的に連川

したいものです。

今回の非常通信の経験から今後のローカ

ル周波数(430F<)運用の課類を見つけだしL

い 「アマチュア熊線の迎J月）に関して述
載予定ですので．運用）j法，意品などをお

待ちしています。

小「I幸雄 d,JQ3NVK 



儀よ渤足l/
過日ミーティングで， JQSNVK局を

中心に趣味としてのアマチュア無続の

あり方と非常時の対応について話をし

ている時に， JEJCIJV局が門きは身を

臥｝ける」ということわざを引用して，

自局の考えと意見を述べられるのを間

いていて，私はもっばらうなづくばか

りでした．

5月号ぐらいになってから， CQ誌

やJARLNCWSにもやっと大震災の時

のアマチュア無線の実情やポランティ

ア局の活動の本当のところが記百にな

る様になりました．そして， I仏Mを

含む官民一体の非常通信網を確立しよ

うとする意見も見受けられました。

1月11R以来，私たちは何をしよ

うとして何が出来たのか，これからな

お先にはどうしようとするの加深く

考えればきりが無い程，私たちの受け

たショックは大きい様です。

しかしよくよく考えてみれば 5年
前に私が開局した時やそれぞれの皆さ

んの開局を振り返ると，私たちの無線

の目的はあくまで間人的な楽しみの充

実であって， 「非常通信網を確立して，

災害時に公的機関のパックアッアをす

る」というものではありませんでした。

少なくとも私のアマチュア無線の主目

的は未知の人々との交信であり，まだ

行ったことのない場所から電波に乗っ

てやってくる見知らぬi叫問や文化や風
物を，誰の助けも借りずに，本人達阻

士が互いの技量をつくして語り伝え合

うという事につきます，

日々に行う交信は楽しぐ，色々と今

まで自分が知らなかった事を教わり，
ナ9

また，新しい興味深い情報を生で提供

していただく事もよくあります．まぁ

稀には，自慢話をとくとくと聞かされ

てうんざ防ずる車もありますが． （な

にせ交互通信なので，柑手が話してい

る間は間き役に回らざるを得ませんl
それにしても．天気の良い日にかね

て計両していた山に登り，ひと汗いれ

た後にやる「 CQ,CQ ーー」は，キ•,. 9 

と冷えた麦ジュースと共に骰高の気分

を与えてくれます．

「もしもの時に非常通信の手段とし

て）という理由をつけて，少々装備が

重くなるのも我慢して1J1登りの荷物を

パッキングする時にも，快Il背の空の下

での運用を思い措いているのであって，

まさかハンディトーキーで自分が OSO

を発放する事などみじんも考えていな

いものです。

しかし私たちがその非常通信を行う

ペき事態に遭遇したのです。山の上で

はなく，我が町に居ながらにして，そ

してあの視乱でした．

イザという時のための1蒲えは世の中

に色々あります．ラジオ1寸ライト（こ
れは役に立った，砥池が入っていれば）

・コンパクトi争水翡・インスタント食
品多数，そして保険 elC ・・~．，それ

らのうちのどれだけのものが役に立っ

たでしょうか。尼崎の1坊災センターに

備蓄されている数千枚の毛布にしても，

数十万人の市民に対しては一人当たり

小数点以下になってし吐います。脩え

というものはそれほどまでに心許ない

~ー一みー一~



ものなのでしょうか，今回アマチュア

無線も同じ様な運命であったなぁと私

は考え込んでしまいました，

日故あの日あの時私たちが背段

から愛して止まない 43OM四M があん

なに混乱してしまったのか。 1他の周
波数やモードはワッチしていないので

わかりません）

それは，それぞれの局の被害程度の

差による事憩認徽の違いにあったと思

います，

地賑直後の停電のため，暗闇の中に

懐巾電灯1こ照らし出されたボヤーツと

したl'I形の光の中で，ひととおり片づ
けを終わり，そろそろ白み蛉めだ空に

やっと気づいて，窓から入る薄明かり

を頼りにリグを予備電源のパッテリー

につないで入感してくる交信は主に

モービル局の r軍が動かない」 r流れ
ない」半による嘆きのレポート交換で

した，

反射的に私は不快惑を覚えましたが，

しばらく我慢してワッチしておりまし

た、時々火麻による消防の要請や1到壊
現培の救助要請らしきものが耳に入り

ますが，応答中枇すぺく間もなく不要

不急のレポート交換にかき消されてし

まいます，私は沈黙する事で協力体制

としようと考え，トランジスターラジ

オを唯一の1常な情報源として無線の
ポリュームをしほ＇ってしまいました，

後々になって考人てみれば，商業放

送局でも情報がi且乱しており 1その様
子は r館日放送は何を伝えたか」とい
う本にあるとおり），彼らモービル烏

が感じ見たものこそ真実であり，受信

している人たちに伝えるべき情報であ

ったと思います。

しかし車懇は良い方向に向かいませ

んでした．何故なら，家屋が倒壊しケ

ガをして惨状の真ん中に居る人々はす

ぐに非常姦煎を感じたとしても，それ

を伝えるぺぎ設備と手段が無い．逆に

停電もなくいつも通りであろうとする

多数のモービル局は，ラジオも聞かず．

自分の目で見る以外の情報を全て絶た

れ，全体の中での自分の役割や位置罠

係がわからず，ただただ r車が渋滞し
て動けない」という自分自身の非常事

態から!I位出する事のみに気を奪われて．

正確な情報発信者になるべき点に気づ

かなかったからだと恩います．

「イザという時1こ役に立つ」は結局

その物だけでは役に立たない。しかし

「イザという時にどう考えれば良いかJ

という軍を常に瞑に入れておけば，己

の為すべき事は，その時その場で，必

然的に導き出されるのではないでしょ

うか．

FTZが今後 5年間の活動の基本の

中に非常時のための通信ネッ I・ワーク

の考えを取り入れるのも，このネット

ワークで公的に投立つべきだと考える

よりも，そういった活動をしながら1固
々の局が，考えるカ・行動する方法・

取り組んでゆく姿勢をつかんでい1うば，

それらの総合力がイザという時役立つ

だろうと思うからです，

「情えよ 常に 1」というスローガ

ンは，ボーイスカウトのモットーです

が． 私たちも日々無緑交信で楽しく

過ごす事によって．とっさの時の判断

プ）や行動力を常に備えておぎたいもの

です．まさに「芸は身を助ける」とい

う風に・・・・・ •. 
JQ3TWQ 満園聡

』-~9--→ 



阪神大腰災とアマチュア無線 •姉の家族（四宮市上た市）プい噂
日高孝— d噂‘3WJN （西宮市大社町） 3伴とも有諒迎絡不通

です。

平成7年1月17日午前5時初分，私はピ i8時頃に144MIzでフレンド局を呼び出し
デオを見ておりこのビデオもそろそろ終 ますが，応答なし。こうなっては自分の足

わりに近づいており， これが終了すれば水 lで確認するほか．手がありません。モービ
平飛行に移ろうと思っていた矢先です口阪 1ルで移動いたしましたが，モーピルQRMの為

神大捉災に見舞われたのです。 iパイクに乗り換えて移動です。私の固定か

当時の模様については最初横揺れでし 1 らの道顛では，先ず姉の家です。ケガはな

た。私は「あれ地痰だ，それにしても1)っlし。次にフレンド局です。 171号線の門戸

I こう大きいなー」と息った瞬間， 「ゴぇ~＿ 陸橋は陥没の為，通行できません。それで
という疇きとともに今度は縦に5~6回』は「今禅線の門戸厄神駅の北の踏切だJと

揺れだしたのです口私は「やはり」と思っ 思い江同しましたが， ここでは爾車が且苔切

て， とっさに机に身を隠したのです口 「ド！内で脱線，立往生です。更に迂回路を使っ

サァ，ガチャン」の物音とl,ij時に伴電です。｛てようや（フレンド局宅に到着です。ケガ

周りは真這官で暫くただ呆然とするばかり 1 はなし。次に実家の被宮状況の確認ですが，

でした。 i西宮市の被害は家屋の全壊で道路を塞ぐ，

やがて懐中電灯を取り出し，家族の安否 またllI手幹線上に名神高速上り線が落F.

及び室内の確認をして外に出ました。除の 更に道発には亀盟が定っている。そして出

家でガスもれ発生です。私は自宅に戻り， ＇もこちで火災の発生。さんざんなものでし

布線で119薔の通報をいたしましたが，可ヽ通！た。

です。自動車霞話でも不通です。今度はモ l 実家を肪問した後いったん帰宅しまし

ービルから430MI位のメインで緊急通信の発 た。それにしても心配なの1̀J義1gの安西で

信をいたしました。この通信を傍受してく す。地炭0)贋源馳は淡9各島の北蔀だからで

れた局艮さんがありましたが，その後の交 ＇す。西宮巾の災害の状況及び私の固定の被

信は不能で・1ー。妨害電波があったからです。宮，またマスコミの報雌節々から想他すれ
この非常時に『犬畜生にも劣る外迅』がい は背筋が‘Iゥロ→＇といたします。

！ 私は訊1こ甲子園フェリーで淡路島に渡る
たのです。

やむなく近所に「ガスもれ発止」を告lj', と告げました口その為に1ょ問題点がありま

火を使わないように呼びかけ，寒さ凌ぎの
す。一点はフェリーが就航しているかどう

為 lこーターを使っている車1ごエンジンを か。もう一点1J淡蹄島に渡れたとしで毅

切るように指示。念のために道路の閉鎖を
母の安否を気追って固定で留守爵をしてい

行ってからガスもれの応急処置をしたので
る訊1こ，噸」も早くどの様にQSPするかと

す。
Iいうことです。

7時30分頃に一人暮らし0J実1社（尼崎市 I そこで私は無線の利用を考えたのです。

逍意,nに有線で安否の確認，ケガはなし。 （私は144M他のあるクラプに所属していま
一人暮らしの義母（兵庫県沖名郡淡路町）

す）私はフレンド局を呼び出し『

I淡路島の義母の安否が心配です。有稼連



絡が不通の為，パイクで移動します。パイ， 交信が終わりました。阪神大器災1こより

クにはハンディ機を携帯していますが，恐 有線が不通となり，それに代わる通信手段

らく私の固定まで披が届かないと思います口として無線を利用した訳ですが，私がX礼に

まことに申し訳ありませんが，貨局が私の 淡賂島に渡る旨を告げてから，義母の安否

波を受信してから，その通り波を出して反 を確認して波を出すまで、約3時間半の時

復して下さい。そうすれば私の固定機でXY：料］を要したのです。それがたった30秒でQS

しがその内容を知るポがてきます。私は彼を｝ Pできたのです。 （波の速度は1秒間に地球

2回出します。 1回目はフェリーに乗り込 iを約7周半すると記憶しておりますから，

む時です。甲子薗フェリーの時刻表によれ i当たり前と言えば当たり前ですが1
ば， 「西宮発l2時鉛分，油名着l4時15分」 私はアマチュア）I9線をしていて本当に良

となっています。従って12時鉛分頃です。 かったと感励いたしました口そして，多く

2回目は毅母の安否が確認できた時です口 のフレンド局の友情（フレンド局も被災者

大体15時頃になる予定です」 であり，家屋の後）十づけ約々，仕車が山積
I とお罰いしてパイクを走らせたのです口 1みされているにも関わらず，予を止めて屈
： ｝］して頂いた）に感謝いたしました。以~＇~＇

1回目の発放 ＇全てのことに関して言菜で言い尽くせない

JF3WJN 鳴尾浜モービ）噂局。 ！ほどの感激を麗えたのでした。

了解 J殴 JN 9底尾浜モーピル， こちらは i それから，私は俯I宅してから訊に：この

忍 ES 尼崎固定です。どうぞ， 、 I交信を79チしていて，実母の安杏がわか
了解 JmLES 尼9奇固定ほか， こちらは1F，り日碩が熱くなった。そして，フレンド局

3WJN西宮モービルです。定刻から10分遅れ＇にお礼の挨拶ができない l/1縣線の免許がな
で只今からフェリー乗り込み開始です，以 1 い為I自分が残念でした］と言われたこと

上。 iも付け加えておきます口

r妍肌IN局 L応です，反復 ，追1巾

， この度、阪神大襄災で多くの皆様が被害

2回目の発放 l を受けられました。尊い命を失われた皆様

JF3'!JN 淡路島モーピル開局，阪神各局人 Iのご冥福をお祈りいたしますとともに，か

感ありますか，どうぞ。

了解 J)咀iJN 淡路島モービル，こちらは

J03SVC 尼崎固定です，どうぞ口

了解 J03SVC 尼崎l固定， こちらはJF3WjN

けがえのない肉親を亡くされた）i々 や鋲伯

された方々，また大切な家屋や財産をな（

された方々に心からお見舞い申し上げます。

私の家展も姑礎から北東方向に少しずれて

淡路島モーピル，さっそく用件に入ります。おり，建て替えの必嬰があるように思われ

義1l}にケカはなし。家屋の被害については ますが被災者の皆様，これからも力強く

水道智とプロノク塀の一部が壊れた程度の 生き抜いて行こうではありませんか。

もので，思った以上に軽くて済みました, I 
私は数時間ここで様子を見てから帰りま i
す，以上3点よろしくロ

了解 WJN局 SVCです，反復
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頂速直路が蕗ちとる‘/1」揺れがおさ

まり，思い出して1ll-48を応00'.)に接続し，

スイッチを入れたどたんに聞こえたのが

この言薬だった．その後，「黄屋、打/1小

裕町の情報をお持ちの方知らせてくださ

い．こちらOO．阪急屈田移動 1」ど絶叫

に近い年配の方の声．

「西宮市j・大市00番池，有線が通じませ

ん。救、急車の手配よ石しく」

「了解，手配します」

「ダメです．嬰請が多く行けないそうです q

そららC対処し（くれとの事Cすi

次々と悲愴な戸が飛びこんでくる。

「非沿非常、非常通信ですので，ゴ配慮

よろしく 1」9)声も後の内容は混信で聞き

取れな9¥ 

「o,'イント00のチャンネルがあいてい
ます」と車態の異常さに気付き，知らせて

くれる局長さん．異常事態を把捏でぎない

被災地外の局と混位し，混乱した1995年1

月17日の早朝だった．

私［~，尼綺市武庫元町に兄といっしょに

住む母の所へ電話するが通じない．自転庫

で走り．屋根は半分落ちていたが無半を確

認．電話がどこも通じないとの事で，私の

家から堺へ．新潟へ，鹿児島へと一報を入

れる．受話器を誼くど，兄から「昭和通り

ヘすぐ来てくれ。公衆からや」どの電話．

昭和油りには親戚がいる．自転車で走り．

付近まで来ると．レスキュー屁のレッカー

車や救急車が見える。家はない。壁j-の臭

いがする．隣の家とご軒分がガレキ9)山に

なっているだけだ．兄に開くと「子供等は

病絃へ．ケガは軽いと救旭採の人から閉い

た．今．奥さんの救il1にかかっている．」

との事．しかし， 2時間後圧死状態で見つ
けられた．

兄は「神戸の弟の所へli<．尼崎でこの

状態や． I句こうはどうなっているか心配

ゃ．車はアカン．自転車で行く」と東灘区｀

魚的北町へ走ふ私は尼蛉中央署へ行き．

他の身内の者が来るまで待操Lて，病院か

ら帰った遺体の引取りに立合う．家に帰

る．家の方は一部捐壊程度．家族もあとで

考えれliゾッどするような事態もあった

が， •9 ヵ？もなく無半であった、弟の方は家

は全1見安否が心虻だったが，魚崎小学校

の迎難所で無事らしいどの情報しか得ら

れなかった．遅くなって，弟から家族もケ

，ガなく，深江の義兄の所へ避難していると

の前話が人り，その旨を母親・兄の所へ知

らせに走り，ホッとする。

22時頃． JQJTYl氏にコンタクトができ，

私の方の無岨を伝えると共に，氏の強力な

波を鋭い空，1，線で神戸方面各局に呼び掛

けてもらうことをお槌いすなあっという

間に 1日が終わった．後日弟が話してくれ

た．「ど9)ようにして外に出たか覚えてい

ない． 1週間かJO日校に艮呂に入った時．

体がチクチク痛むので見るど，ガラスの汲

片がささっていた。それまで痛みは感じん

かった」また，「栄子の(1)父，伯母，いど

この115人（神戸市・芦屋市在住）が亡く



なった．その事には1llれんといてくれJと，

親戚9)4人の子供等も「お母さんの「フ

トンをかぶりなさい］」どいう戸を痣うつ

つに閲いて，その通りにしてじっとしてい

たら，レスキュー隊の人が9h11出してくれ

た」と．子供等は2階9こ寝ていて助かり，

母親は 1階で朝の支度を始めていて亡く

なった，子供等の父親は所用で鹿児島にい

た，「震災のニュースを知り，車で帰途に

ついた。不安がかナめ，下関で名を聞くど

ガックリし， f供等の安否が心配になっ

た．姫路で車の流れがltまり，どうしたよ

いかウロウロしていたら，ダンプカーの運

転手さんが皐情をOOぎ， rオレの後につい

て来い」の声に後を走って行き，気が付（

ど閉］」まで来ていた。どこを走ったか仝然

覚えていない。その時の運転手さんには感

謝している．おかげて苅夜に1川に合った」

ど．

被災された方は皆さんこのような，いや

もっとすざまじい体験をされたのではな

＼ヽ でしょうか，

さて私は何をしたのか．何もない．弟の

所へH用品・ F醤類，防疫精等を兄の一

家ど自転車で作1回か光り，カセットコンロ

のガスボンベも尼崎では売り切れてない．

大阪・欝中あたりでもなく．庁和田の義妹

が確保してくれ，それを運んだり，落ち着

いてからは，あちらで手に入りにくい食料

などを言われるままに，かついで走った事

くらいである．生理）刊品・洗面料・ベル 1ヽ

・文房具li助かったど喜んでくれた n

震災から早 100 日，親戚の—•家は仮股

住宅にとりあえず入居し，弟ー古ル家も解似l:

事の日程も決まり，再建の日処も立った．

この点，他の被災者の方々よりめぐまれて

いるど思う．子供等も中学・涯校へ進学も

決まり，明ろさも取り戻しつつあるが，疲

れは取れ切っていない．ほんとうに 3息つ

けるのは， もう少し時間がかかると忍う．

高校生の娘は募金活動 l道路使用許可，

学校責任者の許可等の必殷なのを知らず，

それを取っていな（てllめさせられたり

したが）や避難所でのボランティアにIllか

けたりしてしヽ た．

巾学3年だった息子は，親戚の家が一瞬

にガレキの山になった姿を見て，何かが変

わったように思える．そして，「l00年

に1度の大1胆房という考えてもいなかっ

た事が起きた．再生神戸に向けて動き始め

ているが，今こそ人類の英夕l9を集めて，そ

れに耐えるような街を作っていきたいも

のだJと，阪神大冥災についての理科の宿

illのまとめに書いていた．

このたびの大震災で本当1こに）Jを発1紺

したのは，栽械より人の力，久11諒より伏II巡

そして人々の暖かしヽ心だったど指摘され

る。実感である．会社から帰るど「00さ

んから寵話があったヨJと1月(.ftえがな

い．ダイヤルを回すと，露波で一度つなが

った局長さんである．お見舞いの言策をい

ただく。そんな事が何度かあった。また．

祖波でつながるど皆さん暖かい言菊で励

ましてくださる．アマチュア熊線をしてい

てはかった lJ

街の桜の花は1!11ったが，多くの方々の心

からの支援の花は咲いたままの猥災後 l

00日の今日である．



広域災害時の防災体制しアマチュ9前1線

まとめ

阪神、淡路大悪災以来、救助、復興支援ポランティ]代/J)活発fふむ動こポ Jン}ィF

の今後と組織づくり/J報じられていま百。私達も地城防災、地域交流活動き初めて

14年11過ざてい改百、アマチュア無線開局5年、 F丁Z-FM愛好会での活動5年

愛好会のキな活動は、まが）レー1しを守り楽しく面用gることでしだ。

腰災後アマチュア無線も例外ではく 非常通信、復典支援通信の組織づくり'検討

されていま dが、どの根（こ可れば最良）J良くわかりません、一つ言える字は』ーカ

ル名局が酋段の交信を大切（こして自分の目標と行動範卸谷見つめてアマチュア1191粽

を楽しむ事が大切でり。

臼円，通信911l練と FTC-FM愛好会アー（ホー）し会てハンテイ1幾による一―条伝浮訓練

個別呼び出しを実他した結果 目的と理解して柔軟芍氾用とわ動カマできたことは、

その場(/)I器境づくりがう乱く芝きた力‘らだこ思いま可 u 環1党づくりと指湮の入切さ

がわかり F丁Z-l'M愛好会,,_（ポー）し会では絶ス百面しい試みをしこきal,た、

例えば『おでん波パー了イー』での催しでり，集江れ、もへならべ，きよフ1―ノ＇、葉

ち lど＿全呉で参加人数を確認後，各市（闘郎1げ」1、'果合しーご人数包而認、代表者Jj受

付けに報告ら l,cll,た。その様子をサイドから見ていて焦どきと蓋睛らしさと， 1乏

くましさを感じました。実は受付けl、7報告りるのに 9一9タリに対9/MでII爵番を待ち＊ ＊百

＊＊人、異常なしと報告をしておられるので可、こ(/)献は先程(1)集合ヽきよつけ番

母の経験がそく生かされだので百、ハムイ9閻問(J)l居応と対応のはやさに焦いてい迂可。

この様に目的をはつきりと示し環1菟づぐ）を大切1ご百れば人き打力がでる釘しープ、

集まり、組織がアマチュア無椋家、ローカ）しの）II＿ヽI中問で可，

rノ ffとこいゆう時に役に立つ』様に讐段力＇ら考え在動できるグ 1しープでありだし・
広域災四時 (II憫）地城内での非常通信約の立ち」：（一］に努カレま司~＂

、IARI＿は非常時早い時期に体制を整え地域l勾舒常通信網閻のニントロー）パこ燦掘

づくりを考えな打ればなら1，iいと思い孔百、 JARし（ご期待弓<'ところで百。

アマチュア無線は日頃の交信を大切に楽上立

イザこいう謄（二疫立こう

（？りチ］ 9 〗店は9？チ］9 Ci,!t,',) 
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阪神淡賂大震災活到片9告音
*1舌到煎告 1 

iJARL特別開設閉実状調査と災宮復9日翡潅行f9表 3 

*JARI，特別雑設烏患に1即后図ど概賭業務内容（初期一思後） 5-1生

＊長旧区「8,JJAヽ'.S」開元品渾告 (./ASQVQ I眉石） 15 

＊東淵筑「SJ3AML」開面函隣苫 (JAJQVQ "石） 17 

ボアマチュア無絃局開設とポランテ9ア募築記平 19 

* JARL非悦通信に参加し疑問点と反雀点 21-26 

*HAMポラノティアの受付から段後ダJ報告吾の吉式と使月方法 2 7-as 
＊非常速借開局浬 3 3-34 

＊阪神・淡路｝浴奇災で非常通信業務に関わりその実伏と効果・反省 3 5-4 3 

消区「8J3AMJ」の協力における提供資料

＊母祝存g]封係 4 5-4 6 

＊問瞑賊としての惜報l収菜の旅去 4 ? 

nGoの意味と］団念 4 9-5 L 

＊ボランティアの語(J9と定義 52-51 

ポランテ1ア偲l漁

＊大阪府社会福祉協『9会―阪神大震災ポランティア行串保険」

他団休との支1痴邸
＊パヌアツに医療を送る会・阪祁吹浣災地元VGO 散ね•』'）,•9会隣

関西CGく）鴎麟・応援する市民の会

各19悟祖

＊西＇呂9現地辛務所（入浣偲者19認）

＊翰送サーピスと心の相談室

＊新閲雁南i（叫J産郷こよる妊婦，育児相談と安否連格）

＊非常通信反省会の取材にたいしてCQ福巣部えの迎絡

避91所、選難人数等の宵料

神戸市 中央区・長l!1区・9匡水区須磨区・東(91区・兵瞑区

5 5-09 

6 ; -8 0 

8こ

8 3 -8 4 

85-87 

8 5 

81-14 2 

潤区 ・茸合区•生田区・西区 ・北区（全区 l 月• 9 -2 (1日）

宝塚市 (1月23 日—- L月25日）

尼崎市 (I月25日J

JI•四市 (1 月 24 日 J

西宮市 (1月24日1

芦屋市 (J月2e-1月25日1

伊丹市 (1月25日1



阪神・淡略大震災に於げる災轡救援活勁報告蚕

報告者：小坂雄こ• JN3JLP 〒月 65 吹田市千里LlI東2-l7 E-6 08 

活動の推移

1/18 神戸市長田区~の市立西市民洞浣［こ看緩婦 2名を派迫、連絡用に 430MHzのハンディー機

2台持参。

20. 00より安否偕報を430MHZのSSB帯をFMで使用開始。長田区→六甲YMC

A餅修センターを中維し→吹田市より電話でそれそれの所に連絡。

1/2 c 午前9晦項六甲の中継局長の体詢不良で中恥その期間全固各地に610ヶ所。
1/28 JM<L関麟方本部が新聞を通じ、非常逃個の週用、非常通信の支援等のポランティア募

栗1こ岳湧。

烏地方本部長は災畝1恥具体案がないので、神戸市長田区で救援医療活衝；のAMDA（ア

ジア固師連絡協躇会）支援局 (JARL岡Il陳支部）の交替要員を閲西地方本邪より出す等

のアレンジと提案を19し98J3AMSとなる。

2/ 1 「無線のポランティア募氣朝日新側に依頼,2月2日、 '3OMHZ帯使用の3尚波数の

名記の記専渇載。

2/ 4 JARLは災当救援のネットワークも情報が少ない。オベレ-夕・ヽを行うより私共の海外医

療協hNGO「パヌアツに医療を送る会」 03ネヅトワクを用い自称コーディネーター的役

割を行う語に意器を見つけ行動に移す，

東滸lゞ保健所内91店地局開設のアレン‘)ど要語を行い8.T3いM1』となふ灘区の油戸学生

育年センターの無絲ロケーション調査と同センターに無線尻の設箇及びオペレーター宿泊R

了解をとが島本部長に1l9人宅で遥用のJA3YRLの早則移動を強く要請（なぜか2月2

8日迄移動せず富安一家のプライバシーを大きく侵害した）

2/ 6 非吼通信槃務の械要と遥話ば埒図（ハンディ 44移動局、地区韮地局、サプセンター局、セン

ター局の概略業務内容記載）を作成配布，

2/」J 本部オベンーターは各基I血局の運営状況の把握が大切と考え、同時に要望砕の打ち合わせ＼

及t杵夜災避難所5ヶ所の実体調査を行う計困立案に5人が賀（同し実施。 （肋問韮地局JA3

Yl?19 ~東99区、 SJ3AMJ '距『 8 J3AML ：東i●区、 8J5AMO,痣屋市）
2/2 2 JA3¥MGL （谷 通好氏）の依頼で8J3AMJr,i区）メンバーにポランティアー活動

の行勅目1槃~についてアドバイス、 8J3AM 』は直ちに行動に移すことになる，

3/ 5 8,J3AM,Jより｀災害により保即氏実施できない「知芯加叫ぷ」開催計両の栢談を

受け医療関係の招介、保健所との車前連格方法、 Plび方法、前習会の進め方、会塩の準保な

どのアドバイス。

また、母親に配布する資料は、大阪市中央保健所より瞑り寄せ郵恙 3/18―第一回奸産

婦葬邦室」に間に合わす。

4/ 2 「第二回母親教室」にボランティアとして勧ll。

反省と提案

反省は非常通信胸始1こついての―非牒通{9疑問点と反省点」参照。

提案は「非常通倍逍用案。参照，



阪岬入蕊災餞97支麺＿ぶノEL牧咽91匹 I談扇実吠詞章及び災宰復甲寒体謳戸

日時 ・平成7年2旦上1且（土J祝口 槃会包前8時30分 i時問惹守） 阪急梅田駆2F正面自動改札口巌左側 Jふ汀訂紙表示

目的 特別開設局の遁用状祝、伝搬状況、運用褒境等の後方支援調査

、造難各地の環境、居仕地の町並み環境、 HAM局の実休謡査

調点対象
1)特別阿敗局 8JSA

（西宮市）
よふ罰 8J盆今ぷ旦
1束藩区） （過区）

8;J<ĝ^ ME、
（東湿区）

芦g壺~Q
（芦屋市）

2)速難施設 西宮市：公同教会（市民の全半諮所ポランティア集合所） ，I，木小学校 勤労会館 福祉会館

東母区豆森北町~ 和 l]第一•小字校 六甲小デ校 成也」宇校 卸影公会堂 束器保梵所

達区 ：神戸学生壱年センター 神戸大学

芦屋市：芦屋市役所東第 語道小学校 疇区役所

99-］ 
阪急徒喜 町~C JR 誓讐 JIi口：勺 門 汽：

行程願

梅田＿西宮北口…福祉会館~JR西追-若屋～、森北町… J 疇津本山—―住古-,仮急ふ甲へ～神戸大学＾～i凍濡区役所
町免幻毀 如己 攣饂‘ ＼姻絨）

持苓品

公同敦会

平木小学校

勤労会館

福祉会館

森北田j

約 12 KM位歩きますので歩きやすい靴、服装
昼食

水

リグ

本山第一小学校

災笞救煤品及びHA'<ポランテイアに元気をつける品物適時持参

神戸学生者年・ピンター 六甲小学校

神戸大学成桔小学校

御影公会堂

東灘保健所

行秤中食料品｀金車の賭入はかなり難しいと涅つて下さい｛無いことはありませんが探すのに苦労します）

堡訊翻后午前、8時0砂文院ユ世匹四F叩印•成1韮砂居左隣清JR互仄⑲墾迩 梅m活l7. （］ （）頃

）は行程変更の堤合

阪神 阪神

阪神魚降一芦屋一叫毎田

8粒訊[l

芦屋市役所東館
栢遊小学校
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各局ふJ '沈栢略 --435廷畑ZI三とサブ七ング環幻地区コ9匹脅疇と直恥d心蕊
(,零滋華を考念訳稔塊のコンに—耀迄嘩用扁盆汲衰玩彩式ら担呟吏しj9常通侶叩起逗冦
乱こ虞叙四翌立ター局及謬地オに君冠立

地区コン rロール品のコールナイン n又•い一~ぷ—, Iei Fこ：主使用靡思皮

i 
8迂箋碑き
旱戸9年所3了

9:03もC笠 32●●
F 09峠 99-23蕊

4 3 2. 9 0 

I 

i l 

l l 

奴巧毀鼓I
点臼19

足---:9．恰報センター
9•O冗卜旦―C匹

—~n9&&89212 
全36 50 

：
 l 

89唸紐訂

涅

匹戸芋生百年センター

9078→ふー2950

'"唸82」て5598
4 3 8~ 5 c 

l i ~ : 

サブセンター局 JA3芋丑L

ほ両区森北均9 1豆入毛 TEL Q? 8-435-22 1 3 9AX 0 7 g-4 3もー22 -4 

（地区コントロール局に京荏ポランティア局長が来た埒合はその又記下でこ批色注いナプセンター10に器告する1

|l |9, — ,i- - i.  il i 

8柔ぢぷIR
西宮吉面

8 T.。翌•MO

戸圭巾口幸頃2F

火二

T:C?g9-59-299i 

F：呼び出し後

4 3 B~ 5 0 

l,  

833え螂

西区神戸外大

［レビーター使却

"：0℃-9虹•31江，t休日994-8100
4 3 9 ~ 5 a 

l 
l ,  

9 09祝改・Sioo

9 9998-9S-2126 

三35 7 2 

組雰姦凸ねざi•3庄況K Sc-CAM笈 833紐了 833紐 Q

五宮市 西区・体雨t兵革区役所 エ矢区 土塚市

広印小学宅 中央ポランティア

1ぶ9認ー90-ii03? 090-989-9381 1・印8-59S認胆 ｛バケット9

f;098--＇←蕊94

社改淑 j£立

兵区名

0 98 

認1
99飯

09B 

浜

095g 

： 

l プ

乞且_--：工茎
9もダ—● -荘ヰご・

1lÎ 

サブ汝ンター馬

JA3Y五L

＼ 

基地囲
JA3RI 

神戸芋竺

群センター

邸3血船3紐C

•各石』 9.I記・ぶ．一．ー．．」孟苫下にぶりそ心苫宗により、又自完叩•ふを函手で乞’丑 トロー）レ局え報告する^

•名L1・・し下 l•するため¢_-r=_r..

．ハンディ局芦：巨究翠そi＼ンディー早r.F地区コントロール局に竺毎し、運用を行う。

．コントロール局吋ヤ可P侯したそ°"'"'""'""''-"'""・ w来ない坦合こコントロール局に違祐して他局が代わりに告う。
• LEの―•ご「．＇ ←→L J.心 l.9ギ一区コントロール局に提出する． ． 

＃戸大学
E3"~-P 

：民 火岳92・蛉七ンター咋星卜で、そば昔示によりハンディー移勁忌問の情乾こ閃点て芳に選祐粍苫，

、上記¢-ご弐． 0う一固ぶtt邸．之、一』7ぷり翠してもらい~ 『ばし只仇言叉、。」・―--fl:lーデ'"胆ふ ｛メモで9戸此日｝
·こEr⇒ロに注豆して迅ほを円冷にするため~胆目に周被数、竜波形式を該定し支陀下のハンデ1~ ー局に迫究、そo丘に 9 9センター底に萩告する。
7諄玲式令eハンデイー局から笞出された1ヨ9バ亨占を淀す。
~がンディー芦羹しリグの函。

口接ポランデイ 9'芦がきた培台はその支配下心5畑eせ、必ずサプセンターに世告するc

1 日の涅高令9にサプてンター烏にその日むU~-L~ を行なう。

（メモで涙す｝

：均酉と内）

各地区の日常遥用酌浬lま各地区コントロール品に任て、各地区C無紐の円澄な迄きの宗江ヅ篇助と［翌号手己、人品の配分潰竪モ理器材0誓返．

サプヤこ、ター及も?匹コントロー 9レ局の 1 日の概咤活•仏祝を 21· 30ばより43B38MH2で行し、~ 3ARL.担四枷A圧ぃム如叫山を行う，

：サブセンター忌地区コント己一9し昆問誼序,. ,各地区コントロール恙と酉接コンタク kして遥用する為の；巴思）

：サプセンター局~地区コントロー99局で手に呉えない部分C心刃し石ニ祐u9失施。
~碑珈~己蜘認芦~心の店鵡窃、四、元覇誼馳

•~^ ；屯~＂トビーター忌

JR3WA （叫り山）

43g 34 

1 2 9 1 ce ＇ 
！ 
し

JR3＼しば痒声

4 3 9. g s 

:93VA 9芭区］

; 4 3 e・ 5 4 

, Ji3 k （芦忌市｝

¥ 439 9 B 



吾F常追1=与匂っの嘩要と追珪各匹略四
［非常芝「，-lll• 94 438. 88 438 72 436 50の3波粗史用する茄叩を防ぐぢプレータアッ

芸沿局 JA3Rこ
プタイムを十分とること｝

—?£- O B-779-1 68C 
ほ殴杞守寺ご 5ARL関西沢9 [，Ai o a・▲{79-048 9 

2 

各品の速玲の概死 T”_l_19弔固改奴 43 6・ 
亨 nzl"'とサプセJクー局如地区コントロー臼問と這豆漬碑

涅信劾字を考野して各地匝のコントロール忌ヰ使用際晒数及び雷濶3式を団時疫也、非常通i目を円滑は罪冦
但Lこの通合9コ吋デ巧

地区コントロ

「-
ル品のコー9Vサイン：設竺塩所,Te

| 

sJ3A寧

長田区役所3r

9 : 030-920-92I3 

,m-,;s-o切5
4 3 2 7 9 

三］

ヽ

ざ立Aぶ茫

．咀区伝？［「lフ

保陶手情報センプ・

TJ97圧3」l-e唸3

9:098-お}0212

4 3 8 5 [9 

戸•三

8，，，氏は 8JSAMO 

遥区 和7,ヰむ＇」は 2F
神戸学~ 干センター災客対癖蔀

’・ 09B-BS l 296O T ~ 9999-31-212】

闊？8-89↑ー羽98 [99び出し名を

4 3 9 5 c 4 3 8 :5 0 

| 

＇ '.  

サブセンター局 JAOY立

環芦芦'"（恥宅｝ 9EL 97 a-435 -2 2 1 3 F ¥X 9合ー43ご―?2 1 4 

（地区コントロール局（ユ接ポランティ噂勁咲た琴はその支配Fて活執、翌見 サ7センター邸こ祖告すぶ

7 

9紐ギ使屯同被数

戸口

9 .， 
的 3ふ園
西区：四戸外大

（レビ→ター使屯l
I ~ 098•794 』8」」 i

:ttE994-8100 

4 3 9 5 4 
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8J3A柑T aし93AMK 893A況}9 833心 II sJ3AMG 

西宮円 西区体吉窃兵京区役所 中央区 宝塚中

r国」名咬 中央ポラン子[-.・

j~ 099;--0 ↓153 T術8—祁1-138l r 078-5-5-3904 [99ゲット1
F 09←う9:-3399

jA3Cじ[J認如I

兵群

', 9f 

成21

C982 

998 

85 l 

:999リ

Sー・叫--～王追

J、元雀x•ごェ已

零コン戸づレ局

サプセンター局
JA 3 /t ji 9~ 

基

JA33L 

神戸学生

群センター

邸 'EE8J9虚

紘勁地域の対菜石弓等t澄浬下に砂そ四踪,,より｀又自癸的な租埒で各遠翌塔併及'j,・辺＂印の誌をしコントロー）湿え吾告する。
·各•四函苺•ば 卜する乏めか乙后舌二•_n

・ハンデ環扁9連絡 ヨ発的な名9ヽンディー局長9こ匡ュントeール局に竺裸し達甲を行う。

コントロ パ局に向這要した豆結果を栢花冦地に必ず速絡。担そない埓合はニン＇三ール局し雰名して伽均咬わりに行う，
1日の4ら品ュ，店ヨ巧乱モ前ご屯区コントロ→渥礼袋出でる口

神戸大→
む3'，a{P

臨匹姦―9vふ函ば、災⇔案知センター頭元で、そ虚示によりハンディー臼調問庶報を翠詔9こ哩苧息

'上記⑪華各菩告公辻産訳を淫保さ所よ心鰈してもらい、守註琴馬叉 9ま名麟共培所：～霙。 ｛メモ叉は完良）

老波伝毎に注言して通信を円渚iづるたの、独自に国歪数~念淀形式を段定｀ッ匹炉のハンデイー，'に遥絡 そく3後すプてンター郡こ毎告ず忍
・対漿本芯等にハンデ1-1叩かう英出された1日び玉告こを渋す。

：ハン fィ—麟溝理リグ嘩理配屯営。

ま妄ポランティア局畏:9きこ場合はその受配下で干勁さ C.必ずサブセンターに報告する。

1日ふ9囲号百iにすプセンター局にそのEr戸--苫らを行なう。

｛メモで渡す）

：塔所と内容｝

各地区の年運弓壱埋は各地区コントロー9レ局に1茂，各地区の写恥円消な1年 9)宦訟f消助と臣居手配，人目の釦、翌翌百理，界材39涸逹，
サプセンター及び地区コントロール如1ヨc澤陀活並哄品をここ， 3り9g今り913e eeM豆で行'9, 9へRL知怠和四竿砿歪釦行う。

：サプセンター局｀地区コパ 9各地区コン＇，ロー］心と諏コンタクトして逗后 fる局匹喧｝
：サセンター局、地区ニン｝ロール局でニに負えない蔀らの釈地の要苔＂ま虚

屯と ピー•"—屁

．JRか ：三罪止9
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l 2 9 L c c 
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望戸ナz JA恥醐逗｝ ？紐 00-778-［）489

如琴疇立 4廷・"恥illて1苫幽とサプセンター局及び地区コン団ール零認尋メや匹四

I ば翠の問係を含底して各蕊芦丘—l9局は三伎用厨認及び索眠式を寒翠更し非棠迪侶を霙ぷ釣立
但しこの塔合l訟吋しサブセンター局及び王地品』［こ報をつるj

サプセンター屁 JASYIざL

渾区山田町3-1 -: 神戸学竺舌年センター可） T ・ 098-85 i -2 9 SO F ・ 
地区コントロー］9、元のコー）炉汀ン股豆品で'Tel 証二使用同弼牧

C 9 8-8 2 L,• 5 8 9 8 
' r地区コン戸ール局に国妥ポランテア局長が克だ孟合にその支空下c，活勁，登迂し サブてンター高に報告する）

I -

8芯ぶ俎is 8；るぷ＇，- gエ如述図 g•迂3玄釦 B-J.＜3土'ik 8’r口’’下
長田区役所3F 東蒜瓦詰J!＼ 舜 芦唇笥啄」頃2ア 西i~ ：神戸外大 茜宮〒：福祉会埜

学：憐報七ンター 神戸学生7年センター災老対石本部 iレビータ→更用，¥
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醗市 声体弓館苧区役所 中央区 主苺市

広田小栄校 土央ポランテイア

項 998-90-;iB39一〇？8-加1-138〕内唸590-3304 (｝ ；ケット｝

E~ り沿

J祁諏品頷紺し

兵庫区澁区

°'，8 ¢冗

訟 85l

2総2 075t 

-虹応示ごT~1
ハこ芍吋二I-ょ＝

神戸字三 神戸大

年センタ一 切品J"~P
叫妊翌 8.93虚

各活夏四菜砂踪四F示万音笹下に入りそ⑱若示によりへ頌発祝虚禽等で各避逹撫所及び底辺Cヤ冬の収をしコントロー99忌え報告すか 9喝所と内吾9
・芦っ姦届諒9ンデイ・ヴ及びゲ政の巴滑な運営をサポー 9するための迪悟r西，
・ハンディ翠羹・醗的砕9＼ン釘—，コ辰，•一船ゴント三ール局に疇し運用を行う。

・土トロ・'虞1こ阻也晒したそむ菜土lごごぷ迅"'''逹絡。出来ない場占はコ9トロール局9と匹して他局が代むりに行うロ
・ ；己らl卯函辿云戸↓し．． 有 Iコ声コントロール忌に提屯する。

亭亨—繹 ，局殺臣訊泣宍授対笛災芭吋莱等'9センターの音理下でそ心年により｝＼ぷ ー移動志閉C咤報を閂粍名所し遥認瑶告。 （メモで渡す］

＇上記の追迅報告の実熙虚を匹名所"連，_てもらい、憐報提供局叉は←-二し←ー一， 9互酪。 （メモ又は無涅）

疇譴に注きして通信を円活9こするた仇独ヨこ阿諏、霊殴形式を吾淀直百芥幻9ンデイー局-逗銘、その廷プセンター局に醗冦し
”．＿よ9点にハンディー局から揉出されたL日の報告吝を渡丸

ハン和ー局瓦C壱埋リグの菩理及t~°

函妾ぷランテ 9ア玩更がきた垢合はその支五六匂廷させ、必ずサブセンター9項浣する。
1ヨの閉局前にサプセンター局にその日¢T印:了'こを9」なう，

ザセンタ扁 各地区⑮常運用官垣に各地区ニン、ロール局に任セ各地区の無線の円沼な遮宮の甲亙及び浦助と開再手配， A呂の茫分、洞筵菩理器即涸紐，
JA3TRL ＇サブ七ンター及も唸区ニン rロール局の項の慨煕丑討虚を21,3謳砂438 8SI99H 2布い、 JARL籾窓勁研与肛芸活動を行う n

四蝸 勺：9らンタ一民寧え戸ー9磯翫詞整n ［各地厄コントロ ••9心と呻コン 9クトして返冠る局紅祀捏：
叫葬 ・サプセンター局、地夜コントロー9レ局で手に負えなり箋和滋販深秀咲嗚

~醗周年｀四虹翠ぬ改定ハムの人日の配分壱岬謂呈詞0諏。
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非常逹恒活年ぶが既妄と運．ーユf芯に5図
阜迅こ口g-社 36・ 88 438・ 72 438 50の3釦 19用する旅零碑ぐ為プレニクアップタイム吝十分とろことj

王 JASRI TFL o8-799-l BSO 

lだ甜語工毛己 ；ARL突印湿）て以 9 6-799-0 48 g 

各—•ふタグ←叫匹 一ー·436．認ME21蕊厨元9—醐誼区コントn-）環和這恥辺疇数
｛諺等鴎臨を考慮して名地のコ

嬰こ四賠は必”fプ上ノター局及岱虹院に報告ゴ歪土
円滑誓ゑ

地区コントロール忌のコー｝レトイン 甜忠甜『 Tel

aJ3AMS 
長田区役所,,,

9:0既汲14

C:098m3沌•四35

4 3 2・ 7 0 

1 | 

＇ 'I閉厨中）
8 J3ANII 

束渕区沌芭小

学屯荊杞栢和ーンター
: ~ n98-911-9963 

F "78-8I1-2i9 

4 38 5 0 
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地区コントロ—ル局

サプセンター局

J、も3竺丘二

基局

JA391 

，a,琴枇紐
..  

三三□三『9826••9lSO
43 6 5 °) ＝マ冒’°汀OO F4汀望25

＇当と呼
|―1 
| ，が和応叫立虚i l 

「 l, l ・ 9
レC--l-

年学生 神戸大学 ードでや来和令1 炉詑f
芦センター 8塩町P モ担炉，
亨□3、社，犠t-や「；~ cf,/-1^ ノ

各活珈剪鉱対誌埒の和cc，りそ四師により又自心i’'以五に に—}湛え琴謬。
・年に四五」：ラン〒イア如苺の疇ね鐸冠ボートする忘切淀海活紘

・泣ディ瞬の琴我的なさハンデ9ー屈長1ご返コントロー）国に華孔選用を行うコ

・コントロール局に酷冠靭芸芦翠諾果Cla・ユ，玉に必ず津名．出来ない場合はこ9ントロール局9こ琴勺して他悶代わりに行う＿
・ 1 日的柑ャ-r-’' ー固•日 e忠宅訂口匝 トロール局10記げる。

サプセンターは ぶASTBL

［臨こ山田町3-1 -l 呻戸全砕センター内） T ~ O'i s -8 5 1,-？ 9 8 C l-~ 3 73 -S 2 L -5 8 3 
［地定コン， 9-這I這接ポランテ：ア駆母来た和はそ虚如で幽、畷し~サプマノター局に饂する：
-- : 

「＇ 1 ~|一― l|―― i
8J3A9ER 
茜~芦匡産

詞設印窃ふ函ぷ災寄深写のセンター淀喧Fで` そ0酒示によりハンティー租調問⑰呼を南係結9こ琴躙告，
こ Bの通絡芦晏hぬ迄関係類より連絡してもらいし＇-c… ，メモ叉Iご線）
念以吋辛iこ’'屯 1，て通信を円令にするたゆ独自に踪臨~毎衷形式を設豆,,支配咬r・ンディー局応琴、二邸砂プセンター'，，9涅溢する。

•91ぷ-、こハンデイー局か昧配されたこ E『忠吉--C ・エ 9―。
．］＼ンディー局長の菩理、リグq愕理及声．

・匹ポ9ンティア局委がきこも釘こその支配下て活勁させ必ずサプセンター：嘩祐する。

l 日の閉届祁にサプヤン'-局にそのE0ぶ下口~＃らを行なう，

8J3叩 sJ四 ik aJ3AM入i 8、93」凶lI

西宮市 西区・体百卸兵叩梵寄 -赳こ

広田」浮咬 中央ポランテア

9 099釘 o-,」639 99伶陶—-38l 了 098-;;9-3304 ｛応「 い
9・098-5刃 3394

＇メモで渡す）

を地区のヨ惹逗用壱理：ご名泄区コントュール局に迂せ、各抽区切無線の円澄な苦宮のご弓及況那力と荊局手産人己の妃今環空．老垣．器t砂ぷ謎．
．ずプセンター及び地区コントロール局の1a¢啜臨呂匹虚を2L. 2 0頃より43E. 88MH9．で存い こARL切甜慈加忙繍広菩活数を仁う．

すプセンダー局、地区コントロー；濃問の呵担． ：各地区ニン・ロー｝レ局と坦妾ニンタクトして逗トするロ汀茫握）

・ブプ七ンター函、地区コン r已ール已て手に負えない祁か乃庶印a業吝〇芙施．
・碑瞑欧．翠酵和溢定．ハムの・如記．吾、碑器材の調返。

393AMQ 

宝名屯

J沼郎XJA3而I

兵京区活区
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名忘―内品5む祗略 迄--9ーサー 亙・訊1H21-と日センター-痺コ/トローー）雫と-→ロ
は庶苓の関係を考厄して各地固8：コ，~トつール局に主使吊両炒数及び祖妊ば、を通時斐丈し非寄怪1目を円汗し迎用する

但しこca名合は必ずサプセンター局及び奎地局に荏告する）

地区コント2-99局3>コールサイン 設四塩所~ Tel r広：王使剋乱阪双

eg臨 MS
早戸1こ吟可Sr

9 0 30-920-9914 

: ・ 098-5 98-2335 

4 3 3 9 0 

＿二
， ー一、

＇（ 

'(閉局中）

8J3A¥lL 

束紐・住三小

字杉雨・忙センター

9・リ？狂i1-と953

― _079—印1-ag、

4 3 6 ~ 5 0 

: ,  

寸プセンター局 JA3T'RI 
'，葵区山石町こーこ一 i＇ヰ戸学竺百年センター内 I T, 0 9 8 -8 5 i -＇ 9 a c r, 0 9 3 -8 2 1 -5ら98 

滉区コントロール品に亘接ポランティア尼長が来た塔含はその支丘下でき肋登録し、サプセンター局に毎告する1

--「
［閉局中）

戸 3会ユ89 的：3紐 0 8 53全屎N

沼厄 ..「L9年頃2 「西~神戸外大
-＿＿百午センター災云刈―本部 ［レピーター伎用｝

T·0で—85l-7699 9 0999-3]-392~ T O花
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地区コ方口→団局

サプセンター局
J A3;•RI 

基
JA3RL 

手学生
呼センター
&73紐B3J3睾

各号呵曲＾へ9年→翌湮哩下に仄りそ⑬踪により、又自―滋る勁等で各茫芸塔所及び憫辺の倍笞の収条をしニントコー,,.え帝告する。

~紐1l ― ..99 ドランティア及び行改0円；5な5言をサポーーするためC逸恒活勁。

ハンディ忌関．心迎迄 巨―匹むェハンディー局品ば地区コントロール局に登錢し五芹を与う。

コントロー｝卜忌に 三伝ン芯したそq淀王をご民tと 出来ない珪合はコントロー9レ局9ュ蛮各して他品が代わりに行気

~ 1 日の招略こ砂TしSご之湿—ざコ9ゴ区コノ 9 ロ一，'る：→坦庄するウ

神戸大字
糾3'，松～F

局迂こ口叫如炉、災蒜喋勘センターの年で、そ雌踪により9＼ンディー楔霙閲四呵ぎa戸点に慕饂
9上祝n-つ=．の英苑状況を関係各所より逆絡してもらい、 百ごよlえー心叉，＂宮荘 Z伝如m99こ醐。 1メモ叉は国恥
考造這字でして通信を円活9するため年に岡贖~唸既式を設定し支配Fのハン和—印這路、そ磯サブセンタ長に組四も
：対本部ぞ9こ9,

9＼ ニ臼ー局長8君魂、リグの舌坦及も望宮。

麟ポランティア巨長がきた坦合はそのぎ配下し石a,Cせ~必すサプセンター～苦告する。

1日C9a；；前；こすプセンター局にそのヨuA←

1メモで哄す］

頃店と内容｝

各地区OUお翻霞はさ地区ゴントロー｝心に任セ~各均区の無店£疇逗宮の音理及嘩砒諏翠、人目の配零豆，器材c翠逹，
サプセンター及切也区コントロール局如日〇扇活勁露を？ l~ 3 じ頃より 4琴 8 恥1認で行い、 JA3し籾g含疇•ぼ咄去器活動を行う。

~サブセンター局、地戸ニン L ロー 9レ忌Bluえ屯こ。 ］名地区コ99ロール局と四定」ンタクトして逗用する居の秤よ且I

：寸プ七ンター馬地区~ントロー9レ局で手に負えない都分の佐穀の英務の実施n
使用醗直釦知誼廷、ハムの人配炉虹和郡這江

ーミー｛，~ー、ピーター蜀

5?3¥', A 9生駆出｝
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非常通信牢柄の慨要と連絡概略図

433 72 438 50ro_3波を使用するが涅信を防ぐ為プレークアップタイムを 1分とること）

基地局 x恥召R
（大阪巾亨寺区,JARL関西本部）

TEL 
FAX 
06-ViS-1680 
OB-n9-0480 

各局間の連絡の概略

ゾ

戸う祖l
墨 "6

各地域のコントロー）i屈
コールサイン ， ．． 

設揺場所
王蝉周蘊 II, 

•8-｝逗匹已‘
長田区役所3F

4 3 2 -7 0 

i •—, 。。
ハンデイー

移勁局・

名i亨ぶや移勁局

---;43戸38皿zl蜘戸ブ芦タデ鰤疇コ咋口—虞間と疇釦f渭輝
＾（涙｛印勘関係を考点1くえ各地域のコントロー）レ局1廷使用周波玖如濡波
形式を適時変更し非常通信を円滑1こ迎用する。但しこの場合は必ずサプセ

サプセンター尼 』心＄名R印 ンター局及び基地局1＿一報告する）
（束越麟北町7) 1自発的な局長況函接地区コントロール局に参加する場合は、配下として塗

録し、サブセンター局1こ報告する）
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8J、3塁 iB
西宮市：福枇会館

H 438 n 

|
e
 

"---． 
Tfぶを'C
-----

概略翠．霞習

・如迅峠域の対策本部等の音理―ドに入りその指示により、又自知勺な活勁等で各避雄叫i及び閾辺の悟報⑪即知支びコントロール局えの報告（境所と内容！
恣伍紺年恥ランティア及び行政の円滑な通営をサポートするための通信活動。 I日の作業報告昔を帰宅前に地区コン 9ロール局に提出
•ハンディ局間の連絡 1各ハンディー局長は地区コントロール局に．登録し遥用を行う）
・コントロー9匹局に悟報提供したそ鴎古果ごFぶ巳允閣世iこ必ず連絡。出来ない場合はコントロール局に連絡して他局が代わりに行う

.疇は認嚢喰造封策．災害対菜等のセンターの詈坪下で｀その指示でハンデ）ー移勁局の固翌を渇係各所に連絡報告 1メモで渡す）

.上記の連絡報告の実施状況を関係各所より連絡してもらい、情報提供局叉は惜報提供場所に辿絡 1メモ叉は無線）
・泣信を菜小限にするため、周液数、奄皮形式を設定する。 閉局前にサプ1又 l日の報告を行ない、対策本部等にハンデイー局の報告を振出

：作菜管理は各地区ュントロール局に任せ、各地区の無線の円肴な運営の管理と翡局f配、人旦の配分調整器材~の誤達
：サプセンター及び地区コントロー）レ局の1日の忠兄を2l・ 39頃より436・ 88MH2で行い、ワッチ局に対しての悟報U苺活助をする

甚地局 マナプセンター局地区コントロール局間の譲整（各抽区コントロー｝虹局と直接コンタクトして運用する局の把握9
：サプヤンター局、地区コントロー）し局で手に負えない部分⑬衣詞の業務の実99
．使品扇涙数、奄波形式の設定｀ハムの人呂の配分,i距を＇器材の詞逹 ギデ

I りー 9~Vマ9 斗」~

―--）  

--,'  

' Jいげ）¢ベ—一了―1―嘉髯



各局間の選各雌醗

各地域のコントロー7レ局
コー）9サイン ： 
設固場所 1 

主麟周誕' I 
辻吐没

~．．•一 --・- ~ ~ -←し、ニ-｀と~C 正999 9 '，99'9巳-竿匹ヽ -9V -・， 9 ツ 9 プ 1 ムセナカとつここ 9

基地局 エ亨E
（大阪市天王寺区： JARL関西本部）

TEL 
FAX 
08-779-1680 
06-779-0489 

-露一四響棗鰤ド飼豆帽喜畷胃霞胃悶悶亨警轡塁雪悶蘊及び拿
形式お登時変更L非常迦信を円滑に運用する。但しこの湯合1話四守プセ

サプセンター局 雹二汀口可弔手、 ンター局及び甚地局に報告する）

（東満区森北町7) （自発的な局長が直接地区コントロール局に参加する場合は、配下として羞

語し、サプセンター局に報告する）

l I I I 

---T 
I 

知上→圧 迂中中囀： 互
顕区役所5F,↑文団芽

今32・ 70 

東衰区役所1r：保囮所 滉区．神戸学生育年センター
4 36. 50 _L 4 36. 7 2 

芦呂市役抒浪岬2F
災畜対哀―キ証 435_ 50 

匂冠函礎
西区：神戸外大
レピーター使用 439. 

ザ枷碕．．虹

西．福祉会l

54 

（レインポーハムクラブとして運用）□ □ -―l I, ← I 

戸―←可
j¥ 、一ノアイー
移麟

谷がんっ子ョ咲西

地王丑

サゴ滓念カニ局

基地局

似-↓•力内容

8,J3AEB 

8J3AEC 
神戸学生

冑年センター

8こ3AJN
8'3AJO 
8J3AJP 

神戸大学

：各避難場所及び周辺の柄報の収集及びコントロー）U局えの報告 1場所と内容）
：各社晶伝石如ぷランティア及び弔政の円滑な運営をサポートするための逆信活動

：ハンディ局間の連絡 1各ハンデイー局長は地区ニントロール局に登録し迎用を行う）

i l 

：コントロール局に情醤提供したそ咲諜を佑報冤誨に必ず畜名。出来ない場合はコントロール局に速絡して他局が代わりに行う

・ハンディー移勁局の信報を身近な閃保名所にエに芯店（メモで渡す）
・年の連絡報告の実施状況を関係咎所より速絡してもらい｀悟報提供局叉は＂＇担 t唸居所に連絡（メモ叉は無線）
：混信を最，Jヽ 限にするため、周狡数雷波形式を設定する。甚地局又はサプセンター局に1日の報告を大体18.00頃行う栞を原則とする

：各地区コントロー，，，局の開局手配、人員の配分、調整、器材の調達
▲サプセンター及び地区コントロー）沿如i日の状況を2' 30頃より436.88MHZて行い、ワッチ局に対しての惜報広報活動をする

・サブセンター局、地区コントロール局間の調整（各地区コントロール局と直接コンタクトして運用する局の把握）

：サプセンター局、地区コントロー）9屁で手に負えなし涸
：翻寧煮、霜形恥監：、ハムの這碑分、調整・~翡の調急



（非常通4―出に改は436・ 88 
非常通信玉油の閥菜と連絡概略図

436. 72 436 50の3波を使●すろが混信を防交為プレークアップタイムを・七分とろこと）

甚地后 JASRむ
1人淑市天王寺区 JARL関西本部）

TEL 
r AX 
00 -7,8-1880 
06-779-0488 

（忍I吏□！ , 1, J, 
i''/ ．，  

心栓．ミ~竺

各局問の連絡の概略

各地域のコントロール局

コールサイン ． 
設霞所 'i 
工使用周波数 '’ 9H令迅‘M
x琴 1贔●『云ふ宣応ご叫
長出区役所5F：中央保健所

432. 70 
（レインボーハムクラプとして運用）

|年一口心釦汝•国立
湛雄局とサプセンター局及祁也区コントロール局1')との連絡メイン周液致）
（品侶等の関係を考庖して各地域のコン

サプセンター局
トロール局の七使用底奴致よ適時変更

T竺誼饂 し、変更後は必ずサプセンター局及び基地局に報告する）
（東瀦区森北町7]

戸：
ハJ---rィー
移動局

吝声万ごてこ

地巴こ註・告9嗚

ザプセン立二局

• i.  
|「•一••一•一•一●●ー••一••一•一••一●●ー•一●●ii

9. 

g認皿 aず3ぶ邸逍
束区役所1F：保笹所 譴区・神戸学生百年センター

4 3 6. 5 0 1 4 3 6. 7 2 

l 
| l 8 J 3AE B 

8J8ASC 
神戸学生

百年センター

8 J 3AJ N 
8 J 3A:o 
8J3AJ£ 
神戸大学

l 
8J鉛露．P‘
芦屋市役所東館2F
災害対策本部 438. oO 

~ | ~ ~ 
'I  

3J3込M科
西区：神戸外大

レピーター使用 4 3 9・ 

釘3終BR
傘唸： 77玲闘
旦4

＇ ； 

1 : 

概、野ーえた内容

1各避難場所及び周辺の皆報の収美及びコントロール局えの報告 1場所と四容）
：各種救援活勁ポランティア及び行政の円滑な返営をサポートするための通信活動

~ハン和尋鵡

：コントロール局に•屑蒋包是供したその結果 出来なl遺廷はコントロール局に連絡して他局が代わりに行う

ハンデイー移動局の惜報を身近な関係各所に連絡報告（メモで渡す）

・上記C江芯ば口の実施状況を苗係各所より連絡してもらい｀＇巨言提供局叉は l広坂玩供名所に連絡 1メモ叉は無線）
~基屯□、又1まザプセン芝ー局1こ 1 印9報告を大体 1 8~ 00頃行う
,,;,-_ -~国＿

~各地、エントロール恥叫員の配サ調整裂オの調達
：サブセンター及び地区コントロール局の1日改応兄を21~ 

号声9¢0し
如←ごJI{'•←)四

—~ 

一
ー＼
 

l 0頃よ9438・ 88¥9Hzで行う

基地局 ーすプセンター局、地区コントロール局間の調整

：サプセンター局、地区コントロール厄で手に負えない部分の依頼の業務の実施

→ハムの人員の配分、調整：器材の調達

二マ 947 I,”_,ぐ J
三'―_＿＿-I)
9夕’’――
¥ ／9 
＇／ / 
幻虹¢]



呂局fみの

-、 Jl'>.'>t<L TEL 06-779-1680 

運迄二に用周滋数

（大市天三寺区： JARL関西本部） FAX 06-779-0489 

436. 88MH.Zl蕊局•臼プセンタ羹暉釦ントロール爾』と這絡メイジ寧数
（混信亭況蒜を考怠して各地域のコントロー）雌恥注況用周波奴及び合郎短海適時変更口閂溶通信を円滑こ径用主ゑ

但しこの場杞よ必ずサプセンター局及び苓地局に毎告ーする）

サプセンター局 JA3YR1. 
（コ区山田町3-1-1：神戸学生配五センター内） T:078-842-2122 F:078-842-2122 

暇コン紅ロール局のコールサイン：霰霞場所：re! f紅： 主使用悶涙数 ＇ （地区コン ~O - /頃比亘接ポランティア局長力喋た場合はその支配下で活勃、登録し｀サプセンター局に報告する）

i （閲局中） l i i （閉問中） i ｝ 

8エ3塁 S 8J3AML 8 ·J°3;.~:J 8J93A.MO 8J3AMN 8エ3土 1R 8J3冷Mt8J「3邸 、K 8-1,3.AMM 8J3.AMI 8J'3AMQ J紐匹 J凶Ct
兵応区蕊区長田区役所3F 東ヨ区：住吉小 澄 芦産市浜芦屋町 西区：神戸外大 西：福祉会祖 寧 蕊：匹館躊区街中央区 宝唇市

字 ：懐センター神戸学生青年センター救援対棗+部 （レビーター使用） 広田小字咬 中央ポランティア

!:O叫 9⑳-9214 r:018-8ll→163 i:078—糾2-2122 T:0797- 22-70~0 T:078-794-8111 T: 0798-lS-9!60 T: 0798-70-4163 T: 078-961-1381 T: 078-5 79-3304 （パケッ ト）
f:078~79-2況5 f:078-811-25-12 F:078-Slか2122 F:07印-22—6-189 r：休日794-8100 f: 0798-,&-2126 F:078--,,79-3374 

432. 70 436. 50 436. 50 436. 50 439. 54 436. 72 

！ 

念珈辛専内容

ハン芳イ移

I 

地区コシ斥ロール局

レピータ 11292.0-1 

神戸字竺 神戸大学

愕センター 8J泣JN~P

8J3皿 8J3ふC
：各活動地品の対策本部写の年に入りそ屈節そにより、又目完対ぶ百劫ぞで名選類場所及び周辺の情苓の収簗をしコントロール局え報告する． （塩所と内容）

：各種救採iユ似：ランティア及び行改の円滑な運営をサポー ドするための通信活動。
：ハンディ島間の連絡：自発的な各ハンディー局長は地区コン トロール忌に登録し迅用を行う．

：コン トロール局に情喋提供したその結果を憐荘発偲地に必ず退絡．出来ない唸合はコントロール局に連絡して他局が代わりに行う。

: l日の概略活動舜告苔を提宅郡ゴ韮コントロール局口起Bする．

：局設の、災客対箪写のセンターの管理下で、その指示によりハンディ ー移動局間の情報を関係各所に遥路報告。（メモで裟す）

：上記のの況を閏係名所より逗絡してもらい、憤芸提供局叉ば悟報提供坦所に連絡．（メモ叉は悪紐）

：電波伝告に注意して通信を円沿にするため、独目に細晒反、雷波形式を設定し支已下のI＼ンティ ー局こ専名、示双紀ナプセンター局に報告する．

：対笛本笛吝ロヽンディー局から褪出された1日の報告嘗を遼す。

: ／＼ンデイー局長の蓄理、リグので理及び運宮．

：直接ポランティア屁長がきた坦合はその支配下で活動させ、必ずサプセンターに報告する．

:18の閉局前にサプセンター局にその日の概略報告を行なう．

018 018 
521 邸1

蕊 2 0759 

1 零 螂9ピークー面

！ 
iJR3¥¥'A（琴山）

i 4 3 9. 34 
j 1291. 06 

I JR3\.'し•四）
； 439. 98 

lJR3¥'A（西区）

I 439. 54 

l J R3¥'K（声年）
439. 78 サプセンター局

JA3YRL 

基
JA3RL 

：各地区の日常運用詞は各地Zコントロー）品に任せ、各地区の慧紐の円滑な返gの冒理及び禰JI/Jと且局手配、人員の配分賃3、管理、翌材の領逗．
：サプセンター及び地区コントロール局のlaの概略石動状況を21.30頃より436.88MHZで行い、 JARL救荼活動の佑毅広翌活動を行う．

：サプセンター局、地区コントロール局間の詞整． （各地区コントロール局と匠接コンタクトして遥用する局の把痘）

：サブセンター局、地区コントロール局で手に負えない部分の依頼の英務の実能．

：頭函紐、蒻寧、ハムの人員成醐洞．日!;!:翻の調迫。 3ll5 1梵;I 



非常通イ百棠諮の碑哀と連各概略図

マ通 ~436_._8_8_4 3_6._72~の3波 る力睾匡を防ぐ込プレークアップタイムを十分とること）

甚地局 JA3RL TEL 06-779-1680 

（大阪市天王寺区： JAR!.,関西本部） FAX 06-779-0489 

名筵酎；；
9 • • ● - -

各局間の連絡の既略 ~~ 4.3-6. 88M且ZI ーサブセンタさ和寧コントロ—•I直如と磁絡・メイン云
（甜釈印洪ぽを中厄して各地絨のコントロール局は主便即瑚荘汲び平液形式む酔罪塘し非常虹1信を円滑口笹用する
訊 こび玲は必ずサプセンター后及び苓地局に報告する）

サプセンタ→局 JA3Y.R:L 
（平山田町3-1-1：神戸学生青年センター内） T:078-842-2122 F:078-842-2122 

（地区コント0ール局（ゴ召妥ポランティア局長が来た均合はその支配下で活動、登錢し、サプセンター局に骰告する）

l i '’’’l i ●9 1 9■•—―l_， l l ', 1 •—! 
（閉局中）

8J3AMN 8J;3'.AMR 8J.3:£M;t S:J:3AMK 8J3AMM 8J3AMI 8J3AMQ J心 GIJA3¥ffil 

西区：神戸外大西宮市：＇祉土舷西宮市 西区：体斉館兵犀区役所 中央区 宝塚市 兵浬区滋区

（レビーター使用） 広lBIJ竿校 中央ポランティア

T:078・794-8lll T:07甜泌—9160 T:0798・70・4163 T:078-961-1381 T:078・579-認O! （バケット）
T：休日？旺8100 F:07ffi・26・2126 F:078-579一岱71

439. 54 436. 72 

地区コント0-）心のコールサイン：設置爛所：Tel fax：王使用悶波数

I I （函中） l l 
匹窃M'S. 8 J 3AML a;J;叫 ：:l; 8,;J.3紐 0
長田区街3F 東濫：缶苔小 甑 9節浜屡

学 ：悟センター 神戸学生行年センター救援対示本部

T:O珈 920-9214 T:078・811・4763 T:078-糾2・2122 T:0797-22-7040 

F:078-5乃四お F:078・8ll・2磁 F:078。以が2l泣 F:0797-22-$.189 

432. 70 436. 50 436. 50 436. 50 

I I I レピータ I 1292.04 
I I I I I I I ! 

I 
l • I 

078 

521 

2982 

078 

お1

0759 

I 
I I 

糾 癖n
八え乏七三移動局

地•白9:::.ル下

サプセシタニ局

JA3YRL 

荼

JA3RL 

神戸学生 神戸大学

青年センター 8J3碑～P

8J3AEB＆｝寧

：各石動地域の対云む沌るの音迪下に入りその指示により、又自飽勾な活動等で各避廷場所及び屈辺の憐毅の収集をしコントロール局え報告する。 （場所と内容）

；街租濶話勁ポランティア及び行政の円滑な速宮をサポートするための通信活動．

：ハンディ局間の連絡：自発的な各ハンディー局長は地区コントロール毘に登録し運用を行う．

：コントロール局に情報提供したその結梁を洒武発信地に必ず連絡．出来ない場斜まコントロール局巳墜6して他局が代わりに行う。
:18の概略活動報告書を帰宅面に地区コントロール局に提出する．

； ・場所U紐↓凩災害対策等のセンターの蓄理下で、その指示によりハンデイー移勘忌間の情報を関係各所に逗絡穀告。 （メモで渡す）

：上記の連茄造の芙捨伏況を関係名庁より連絡してもらい、情霜胆ば8叉は情嚢提供癖肴口彗＆ （メモ叉は烹瑶）
：笥浪因Sに注意して通信を円滑にするため、独自に屈波数、電波形式を設定し支配下のハンディー局ば竪8、その後サプセンター局に報告する．
：対策本部等にハンディー局から提出された18の乾告書を渡す．

:／＼ンディー局長の管理、リグの管理及び運営．

：直接ポランティア局長がきた場合はその支配下で活動させ、必ずサプセンターに報告する。

: l日⑪莉頂珈にサプセンター局にその日の漿略祝こを行なう。

：各地区の8常返諧理は各地区コントロール局に任せ、各地区の息縫aヨ滑お璽営のg夏及び祖助と関局手配、人国の配分、賃望、詈理、 g材の訊達．
：サプセンター及び地区コントロール局の18の邸蛭租祁沼を21.30頃より436.88MHZで行い、 JARL救媛活動”笛如項活動を行う．

：サプセンター局．地区コントロール局間の霞望． （各地区コントロール局と思接コンタクトして運用する局の把提）

：サプセンター局、 地区コントロール局で手に負えない部分の依頼の窯苓の実諾．

：使用図波数、笞滋形式の殴定．ハムの人呂の已分、官琺．調豆：翌材の諏違． 3/15 1995 
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阪
神
大
震
災
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た
方
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前
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齢
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住

所
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た
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な
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翠
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ぽ
充
キ
也
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と
，
注
と
唸
と
•
こ
れ
庄
で
の
掲
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も
一
部
合
名
す
。

•

6
揆
4
m
)

涵
♦

屑
央

0
0
"
a塁

0
庫
区
で
死
亡
）

1995年（平成7年）2月28 木躍8
交通とくらしの被害と復旧状況

(2日午前 1,91JI在）

e圃置 ぷ::；定］東海道棟ー芦屋ー四
1復旧民込み］山嗚新幹諏ー新大阪一姫路は4~5カ
月後▽取海道・山闊線＝住吉一刊平『力l4~5カ月後、兵
四ー和田岬は宋定

⑬111 5!::~:;は：：：比？出；
ー長田が9日までに
（復1H兄込み11阪紐ー神戸線・西宮北ロ一1111影は3~
6カ月後、御影ー王子公1!11が今月中旬、王子公麟一三宮
は 4 カ月後•伊丹線・新伊丹•一伊rM却J:I'J·駅の仮駅舎を
比て 3月中句o り1聞諒企が 3カ月後▽阪神一本鰈 •W
木一御影姐今月,,,m、劉1影一三声は未定▽神戸市出地下
鉄＝阪祐一雌庁紺が3月末、県庁nu一新神戸は 1年後▽
神戸新交逸＝ポートアイうンドm、六甲アイランド線は
いすれも露▽如這：鉄＝WIIー最田は0カ月後、有瓜
ロー有黒油泉は2カ月後▽1lF亨＝野j閲比ー漢lIIは6
カ月、三S （阪急） 一消滋nmと訂必旺IIF-ilJi代は6カ
月後vui1II!電鉄＝酉代ー誼の茶磁は6カ月後

'（復旧見込み］阪神高遠→湾岸線全

線開通は3~4カ月後▽名神高速ー全
線開通は2~3カ月後。早まる可能性も ・

＂闊 1阪神＝環状、池m、即II左悼、松訳、堺、東
大阪、四傘、大阪沿線の命ぬと神戸、湾紺、北神戸、
守口綿の名一部▽名神＝l11f.中以東、 ．ゆ尼“一雌中▽第
2 /1111!ll＝下り全線、上り窪丸一須磨"''、Pllll、近畿、翫
和、 • 四名阪ほとの企紐［不逍親閲中1 名神＝i!.li宮一尼
崎、 下り如—尼崎▽第 2 神19巨ゆ明石韮ー高丸V阪
神＝神戸線なと3路線q)一部

王国□だ？悶，、I<：？翌盈ご累はは
菩を与えた． i姜旧の遇れている地填では、給9)<9祖設など
のトラブ）しが足を引っ張った ・

水浪i(l')4分の 3 を況JIIに訊ってい紅1~mでは、 1U水
を委託している阪神水道企稟団の送水ポンプ2益が眼
れ、本格frifぶuiBiV菜が大幅に遅れる一囚となった

生＇塁置 大』悶；磨醤は累悶門雲・1
万町00殷搭で供給が再開した ‘ 
交船訊団'Jtji9Jとで遅れていた如日のペースがようや
く上がってさた。大阪ガスは1月2213から本格的な作棠
に入ったが、 31日に初めて 1日の供給再UUIU術が1万を
詔えたし

c圃＂不己雰恐温＃：二：
うち、全、半壌や條失した家屋の分を除く約1砺回線が
ほぼ復IBしたと発表した ， ． ． 

“班や新たに向jした故障については令総珈⑲窓
口のr1 1 3 J'で受け付ける・9 ●'

岱圃置E戸：i:悶霊盆は品品
を寄せた避難者は約2の5人
,'巖協共柄の全因U組であるJA企9道』に磁災以後'、li'U
辿の地哀保険 r孤曲史生共済」への加入r.11し込みやlllい
合わ心が設頚しているo一般のJI畑依阪企ttの床紋に比
噸 Ill印が高いため
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非常通信開始についての疑閻点と反芦点

1/28 

(1)周波数確保が当面の目的というが 非常通19ならはどこの周波数を使用してもいいはすである。

それが436ふ0,436・?2,436,88の3波が郵政大臣から許9,1されたとはどういうことか？

J A 11]』が非党通19を自発的におこなうのか、郵政大臣0指示により行うのか？

JARLの関西他方本部が主体で非常通信を行う C)に何か遠慮した、又は恐る恐る行う様な言

動が為されている。 （非常通信を行う 0)にその目的がおかしいと低判する人がいるので、団兒

としてこれを行うのに苫慮していが・~ ~地方本部貶談）

非常通信をイ固人で行うのに限度がありそれを社朋法人JARLという絹識皿体が主体になり、

紺緻的に活動するの1こ何の引け目があるのか不思蘭である。ただしいずれの場合でも非会員が

いつでも入って来るこ,,を念9月に入れておくことが肝躾である。

12)団体で非常通僭を行うのに多数の11AMを動貝する必要があろ，その万法は

イ）マスコミに呼び桂け報道してもらう c

ロI43 OMHZのメインで呼び掛ける。

いずれも非常通僭使用周波数 3波を知らせて］［AMポラノティ l'を募築する意見に対し、この

屈波数を 94搬）こ公開するとそこに又妨害電液が入るのでシークレットにしなくてはいけないと

の兵犀県支部の一役員の意見もあった。

t、I9ヽL,7の会合の終意で非常涯偉をシ． 9l9ットで行う方が更におかし、いと［］意見で公開する

串になった。しかし関四919方本音II と~してはこの総意をすぐに実行しなかったのはなぜか？

イ）については2/2(1/28以降、関西地方本部から9n日新聞に何dj要請もない奉が月号り

当方より急邊2/1 1こ述絡し 2/2に掲載してもらった）に掲むされた。

ロ）についてはどの程度行われたか疑問である。 1メインで聞いた局長がいないため）

13)破災地の地区コン 1、9コ）l!局の開股が急務であるが、ポランティアの消成ゾィームを，.，成するよ

りJARL登録クラプ局を利用する方が能率的で効果が上がると考え、それの協力要請を関西

地方本部にお願いしたが、本部貶よりの要賄がないので受けられないとの専務局長O9返事であ

り｀串務局が当初非精通i目に非常に非協力的であった。

又 1/29より JA3RLをAM1~ ° ・ 0 0 -PM 7. 0 0迄運用しているにも関わらず、通
用局と事務局とか埠独に行動し、事務局は通常の定時J9宅を行い非協力的であった。

非常通信を行うのに関西地方本部がホランテIアを集めそこが主体的に行うならば、通常の組

織ill!営の1レートでは無理があり、新たな非常適伯委貝会を作りそこで検討し指示、命令、方針

を出さいと洟乱を起こすことは明白である。そのため何 l目も本部長に委員会の設展を渡誼 I~,t，

が殿後まで無視された為、その後の地区コントロール局開設、 ,IA3YRLの移動、閲局、非

常通信の終r等にその都度トラプルが発生し、無駄な労力を費やした n

1411/28現在では200台のリダの配付先が不明で（評が栢J処に配.,したか当日の席上では本

部応~：しても全く把揖できていない）ポーイスカウ lヽ、背年会陪所、そして無燎従事者の免許

•~ l ~ 



が無い人等に配布したらしいが｀ L ／2 8現在は使用されていなし/叱

であった，

必要な場所に必要な品物を配布する車が大切なのに使用方法等が説明されずにたが配布さ1けしれ

ば熊即社長物で邪證な品物とな 1)放匿されてしまう。 （西宮市公同教会内現地享務所にはすで

に同定局のアンテナ｀「）グが設囲されていたがオペレーターが配置されないので撫用な品物と

なり救援祐資cがF1こi9もれ辰後まで使用されなかったeこ0件は］ ／2 8 1こは本部長は当串者

であり充分知り尽くしていたが、何故か話がでなかうた）こ 0)件が神戸で適l痔開かれていたi皮

災地救援ポランティアグルー~プ連絡会話 1;,•9穫題と~して報告され、それ以後地区こ］ント I1 ール局

開設にあたり、アマチュア無線は必要ないと拒否反応が各所｀を言われる原囚となり、その後の

韮地局開設にあたりより困難と多くの説叫を要した b

(5)配布リグの使用に）的り説明菩を充分読まないと）房在のハイテクりグの運用が出来ない為、特

ふ：初めて ，13OMIIZのハンディー復を使用する局長は当初困雌を伴い、滴足な通僭ができな

かった。

（チャンネル旧定、 iRI目，7場合の通信手段、 HF専門家、 SSB専門家はVH下のFM特有なプ

レ・・クアップタイム庄瑕る意味筈が解らないく、浪信吟で通信が不可能9.：なった時の牌決法が

でさなかった）

1 6 1 1/2 8より非常通信業務9)動き始めた時、 1痰災地では既に箆気は80％以上通じ、笛貼もほ

ぽサ999し、特に携帯電話が行き届いていた。それでも，.アマチュア無線の利用を行うならば

ィ）利点 1話中がなく、情9lがすぐ入り、しかも同時に大勢が聞いているので惜報の訂正がな
されたりしてより正19な↑9報が得られる。そQ9為救援ポランティアと行動を共にし、

通信を手足の用に利炉し、救援センターと行政間との逃絡を密1こ、下199こ1 早く）肖

99交換が出来るので無駄が省かれる等の説明が充分なされていなかった）

17)非常逓信は周波数を固定化するべきでなく、滉信を1辟けスムーズな運用がなされなけれはいけ

ない。

今回はJA1しし地方本部局が運用しているので指定された3被以外は毎波法過反になるとの意

味9ジ分からない意見がまかり通り澄信があり逃／言が不可能iこな C9ても他の周波数ヌの瑶行方法

屈ビ示がなされなかった。これにつし可 し、 JA3YRLと地

区コントロール局との連絡はこの3波を使用し、各地区コント「J-9レ局内では混信が少ない S

SB将をFMで使用せる呼の適時逝用／剖波数等は現地に任せる様に本部展に要請をしたがたが

受け人れらなかった。仕方なく JAIは本部に連絡を取り広報課長の松田氏と意見父換し、そ

の其意が理解され同意が得られ本部より地方本部に連絡する平で話がついたが囲後まで関西泊

打本部の見解は無く何埒改菩されなかった。ここで一番苦労したのは最先蹟で活動したハンデ

ィー機使用の局長であった。

それよりも関西本部では同時に通法局の摘発を行なうなど、これが非常通信に係る人の在り方

かどうか大いに疑間である n

(8) 」／28関西地方本部が非常通信を行う車で召案されたのにその席．セ 「さあ何をやりましょ
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うか」 1よないと思う。

仕方がないので当方のネットワーク 1関西NGO協訊会・関西地方で海外協カポランティア活

動をしている 22団体の協巖会で 8年前に結戚された）の情報で長田区役所で活動しているA

MDA（アジア医師連絡協膳会JI-[4ZUM ：レインポーハムクラプ）の無線局長（岡山のタ

ヶャリ氏グループ）が11!邪でダウンし交代要貝の要捐がいることを報告した。その席上JA3

QVQ（増石氏｝グ）レープがそれを引き受け翌28日に長田区の活動地点に人り大阪氏）1｝アン

テナ栂整と常駐同長 IJO 3 TDQ)を決め引き継ぎを完了した n この速攻力こそが非常の時

に一蓄必要な良い見本であった。

この件に関しタケヤ •J 氏より T鼠なお礼の電話があり、その反面今回の関四地方本部の勤きに

ついて骰後の稔括では反省と今悛9)展開についてお互い1こ充分話し合いが必要との見解が詰さ

れた。

それ以後関西地方本部、 JAilYRLは災宮救援咎1こついて何，"ネットワークを持ち合わせな

い単が解り、 JA3RLの運用メンハーであ bながら今必要な問題を解決するのに単「オベレ

一ーターを行うよりも、僭越ながら当方のネヅトワークを使い自称ごJーディネーター的役割を行

うことに意味があると確信し行動に移した。

このネットワータの利用は9曾石グループと共に2/4東溝区保健所の亀田（尿健事業係長の了解

のもとに 1 条件はオペレータ—ーが常勤｝ 8 J 3ASL開局Rアンテナ及びリグ股歴し地区コン

トロール局が開設されにその円の午後8,J3AMJ及び.JA3YRLの基地となる灘区、 99

戸学生肖年センターのロケイションの下f9分と、局殷個と局畏の宿泊の了9和をとった。

当日、神戸学生青年センターの飛田館畏よりアマチュア無線の情報が聞きたいとの要望1こ対し

て、屯所にハンディー機 2台、 8J 3 A E B ̀  8 J S A E C I電気がきていろO_'9こ乾霞池使用

は経費がかかるので、充電式の個人のリグと交換貨し出しをした｝又神戸学生青年センター所

員から神戸大学救援センターも情報収巣に体lっているとの車が話され、急速増石グ）レープ共々

現場を観察し、 8JISAML（東樟9区保健所内地区コント C9-）レ局）在庫3台、 8J3AJN,

8J3AJ(), 8J3AJPを配置した。

2/4日にはプライバシー等の問題を勘案し1屈人宅での開局のJ,¥3YRLの早期移転を関西

地方本部長に要猜したが 19相"MCA研修セノター叉は神戸学生背年センターが電波伝搬に

奸位翌な場所であり11乱人宅でなく当方のネットワーークのダ）レープである 0)でセンター局の移動

と宿泊1こついていち早く了拌をとっていた）なぜか2/28日迄個人宅で運用された」）固人の

プライバシ—ーについて本部長、兵庫県支部は一一体どう考えていたのか大いに疑問1見ずるところ

である。

1 9) JA  3 Ylい」はセンター局とは名前だけで地区コン l心ール局叫附屋を行わず、ただ単独1こ1

個人の救援活動の手助けをしていた時期が多くあり、 1日の定時報告もYRL局の活動だ1)で

終始していた。さら1こ醸いことには物資提供の感附の意を表すの1こ企菜名を電波上で堂々と1盗

した。特に特定企業名を電波1報道すことは間題であるので中止するよう注意したにもにも関

わらずその後も数恒193こなったe ごれこそが電1投法違反に当たりここの運営は兵庫県支部であ

れば何と言い訳を付けるのか大いに疑問であった。

又JA3RLのメンパーがせっかく開局した地区コントロール局についても、 JA3YRLが

9躙させたのではないし、以前そこには無線は必嬰としないと断られた経樟もあり 1どんな91i
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明をしたのかは1財略想像出来るが）その地区コントロール局は全く見放された状態が続いてい
た時があった，

(>O)関西地方本部は登録されていないHAM局の活動1こついてその人を使用した地区コントロー

ル局長にかなりのクレ ムをつけるが、地区で必要としたときに関西地方本部に人員を要請し

たが登録HAM局長には地方本部より連絡がしていなかった串が多かった。又現地の惜助を考

えずに単に人だけを回したため1し、現地では忙しく HAlれり作業内容まで十分に説明出来ずに

放窟した車もあり、それが同し楊所で活動している救援セ／ターの人たちより邪閲者扱いにさ

れた専・6少なくなかった。

これも各部署での概略作菜内容を明示しなかった本部の問題である。

11い非常涌19休制がなぜ遅れたのか。閲く所では本部長のIi車が忙しく連盟のIt享どころではな

かったとり）ことである。 JARL本部では非常通信を行う車が 1/21Rに新聞紙しに親道さ

れたが、一番先に動かねばならない関西地方本部が 1/28日迄放匿していたのは大い［こ摂間

である。本部長は棘場での仕車等が忙しくその為に迎盟の(t串が出来なければ本部長餓務をい

ち早く誰かに移筈しなくてはいけないと考える。その間に人命 財産が失われ、しかもアマチ

ュア無線の有効性迄云々されたとしたら本部長は何と弁明する 0)か。幸いなことに多くの善意

あるHAMが連盟と無関係［こ救援活動に有効な圏きをし、そのOOぎにアマチュア無紐を使ffll,

ていたので全体とし‘[JARL連盟が行ったとして評価されている享に気が付いて居ないので

はないかと思う。社団法人JARLの社会的衷任についてどう考えているのかその其意を質し

たい。

(12)非常通信0周波数に無免許局が入り混信を起こし非常通僭業務に支障を起こしても何の解袂

方法もないe （レピーターは妨害篭波が入れば全く使用不可能になるのでこの使fflはあまり塁

要視してはいけない）

非常通信業務1虹円滑な霞i良の運用が求められているにも閏わらず、無免許の人が使用している

事が最初から判っている周波数をあえて使用した事について、 99が、どの様な経緯で、誰に報

告をし、どう紹腔1こいたったか知りたいところであろ。

('3) JA3RL運用メンパーも被災J(9の実状を直接自分の目で見て無線の運用にあたれば地区コ

ントロール局及びセンター局との連絡も密となりより効照的と考え 2/11日に有志を果／の数

人で被災地に入り、同時に特別局の実J屈脱査を行った。

西宮市：公同教会 1ii1訊の会車務所内）

アンテナ骰備と固定局、ハンディ恨の設備はあったがオペレ・・ターが居ないため、邪

魔者扱いにされ物資の下に置かれていたe 係りの人に制くと取扱いが出来る人が居な

ければ意味がないとかなりの強いクレームを受けた c o 

褐祉会991全同社会99祉協9棧会内：主活動コーディネーターは大阪社会福祉協議会）

8 J 8 AO Rと閉いていたが近くで呼び出したが連絡かつかなく、 JA3 YItl」に問

い合わせると判らないヤの返事であった。

棗99区： JA3 YE9, 1富安氏宅内）

← 9 -



5-6人いて常時はここに送られてくる物資の配送、炊き出し等の活動が主業務の様

であった。

当初は官安氏個人が行っていた物資巣配も、日時経過後は東軋9区の救援センターに統

括したほうが効率が良く、センター局としての通僭業務に力を入れるぺき所、単独の

巣配業務が七業務であった。しかもi9人に男性が6-6人も出入りしては家庭のプラ

イパシーは完全1こ壊れ、早9月の局移動の検討を再度本部長に求めた。

8J3AML （東弗区保億所内）

HAMが何の目的を持ち活動しているかねからないし、各HAM屁長が来ても救援セ

ンターとり「1行動をしたり、又何をいたらいいのか判らない人が来ればかえって邪腐1こ

なるので、 JARLはどう考え、何を指導しているのか？と救援センターよりクレー

ムがついた。

今後同じ屋根の下で活動するなら1ま救援センターの配下でみんなと同じ行動をし、特

に今後は個人家屋に居る老人、身隙者家族等弱者の救済に力を賀していただきたいと

の要望があり、その方法については現地で打ち合わせをして無線を手足の様に使って

貰うよう合意が得られた。

ここでもオペレターとハンディー機の作業内容が明確に指示されていない為の潟乱が

起きて居ることが判明した。この件は且19日地方本部長に報告されている。

8 J 3AMJ（神戸学生肖年センター杓I

J A 3WGI，谷氏がオペレターとして運用していたがオペレターの要貝の要9月があっ

た。

この地区うントロー・ル局は他局と9悶なり救援センターの中に入らず夕1部で士として4月

報活動をしていた。

特に神戸学生胄年センターと協力しフロンガス回収と、各避難所に行き情籾伐巣を行

いそれを穫9ポランティアーセンター等の救援センターに報告し救援の惜報協力を展請

していた。

芦屋市： 8J3AMO（芦歴市役所北館内］

芦歴災留対策本部の中に入り込み、各救援グルーープに 1-2名のハンデイー槻を持た

サリアルタイムに状況、領報が随時オベレターに入り、そこから救援対策本郎に報告

が行われを指示等がなされ熊線が 100％以しに有効利用されていた。ここでも免許

のある有能なオベレターが要望された。しかし庚状を見ると免許がなくても大変上手

に運用、機器の管理がされていたc

以上AM8. II 0に大阪を比発し一 PM5. 3 0まで埓車と l5 1(Mの徒歩により多くの生り）

情證収巣が出来た。

(1 4）非常の湯合希ではあるが、無線従車者免許証がない人にハンディー機を使用させる事もある

事を念頭にいれて置かなけれぱいけない。 （これは明らかに筵波法違反であるが、生命に問わ

る場合において何が優先するか胆機応変に判断を行う J特にこの場合は訊後の報告を必ず行う

華が必要である。

-6 -



以上は2/11頃の迄の私が知り19た1191人的19報であり、更に確実にするためには、ここにまつわる

人々により、補足と修正が必要である。

2/1 4日以降についてはそれぞれの地区コント Iい・ル局の活動報告を参照していただきたい。尚私

2/  1 4日以降の各地区コント「lール局の動きについての私見については現在、各地区コント rI ・ヽル

局の吉任者にレポートを巡l目巾でへそれに19足、修正がされつつある 0

コメント

仰享も専象において、単実と反省、批判を十分検討し、その上で総括を行い、次に起きる第象

にたい 9点

アマチュア無線による災当救援汚動は、被災地区の粒当地方本部が主体となり本部投を委貝長

とし、早期に支部長を含み状況に応じ登銀ポランティアを入れた災宮対策委員会を設翌する。

第 1段j9

災宮対策委員会のセンター局を設匿c

非披災地メンバーで、昂大でも市単位で i出来たら約2万人でし局1登録してあるク

ラブ局、準クラプ局を基に非常逆倍地区コント"ール訴地局を設匿し、運用を開始す

る。

被災地初期活動の各種団体にいち早（ハンディ 99局を付き添え参加させ｀ ｛肖報のやり

取りを行い必要な団体に連絡し救援偕報活助を授助する c

第 2段階

3段[9

4段09

第ょ段99の活殿を行いながら時間の経過と共に、こ 09活動メノパ~に被災地の登姫局

艮が順次参加可能になり共同遥用になれば、現地のより網かな消報が取れてくる。

順次被災地メンパーが士体的に浬m出来るように移行させる。

披災地メンパーが主導で運用を行い、祓災地と09ネットワ→、クを構染し単独で行動す

る。

-6 -



海老沢政良 専務理専殿

小坂雄二

前略

過日はご多忙］こも係わらず、私共の切望をかなえ大阪迄お越しいただきまして械］ご有り91う御

座いました c

当日参加された各人も非常通信のみならず、いろいろと意見を出して頂きましたので大まかな

所ではほぼ納得したのではないかと思います。特に JARLの体質に問しての意見は出来るだけ

門戸を開き多くの人から葱見を聞き●質改善をしないとますます会貝の数が少なくな—a ていく伸
向だと思います。

特に感じましたことば JARLの役貝 1支部長を含み］の中にも「なにお言っても意見を敬

りしげてくれないので諦めている」と言う人が多いこと生上層部は判っていないことで九組樟

が大きくなり、役員が託齢化するとどんな民主的な団体でも、採守的となり硬直itし、それを餅

決するの1こ役員の若返りをはかったり、役貝以外の会貝¢)意見を腹接間く会を開き生の意見を謙

虚］訊頭が閲きそれを会の運営に反映させるアンフオーマルな活,1,も大切な車だと思いました。
各地の支部大会は一i璽のお祭りであり、会員の意見を交換する場所ではありません n とすると
ー会員の意見を聴く場所は無いことになります。民意として単に選学で選出された人が運営して

いけ］よ良いと七えていますと、今の日本の政治と同じに大多数の人が紺綴からそっぽをむかれて

しまいます。

せめて JAl9Lの組線にはそんなことが無いように願う」人の意見です。

同封の掛類の説叫をしておきます n

殿初` 11AM等のポランティアが活動現場（こ来ましたら

1] 「ポランナイア活動条件」を渡し良く読んでもらいます。

2] 「ポランティア受付表」の上から 8行目迄と屈l9行を記入してもらいます C

8)活動内容をパネ）いから遇択します。 （どの活動現場でも用意しておきます）

1活動場所パネル例）

散一急頂I'll可 臆同尻翔斑1 区塾血L厖痙用烈 臨粒 嵌旺用hii

鱈 函科―栢―仮1 Iコミ・トイレl 避阻雌判1回り1

比助け間 1話し相手．頁い物建物／餃去 函び相手 炊き出し・ 9l越．水汲み）

体郎活9JJ 侭駐周殷菰

41活動が決まれば

l活動場所 名前 Iを）Jードに記入し持参し、控えを係りに渡して、それと交換に「,I宛章」

「名前記入用のタックシー）し」をもらいます。

「タッタシール」は名前を記入して11且装の上から判るように貼って下さい。

5)必要に応じて[')グ」 「バッテリー」筍を受1、）とってください。

6)ハンディー器による運用方法を読んでドさい （非常通信運用案P8参照）

7）活動場所の,,,間と合流1，て活動して下さい。



i舌9!JJ庄令？ fしましたら

0/ 「ポランティア活9/l報告自，に記入して下さい。
活勁叩O!'/か依l9されましたら「1衣翔受{1表」に記入 l、て―I―さい。
9 1 「活動場所：名前」を返しC Fさい。

10/湘材登返し(Fさい。

以 I：何か＂）姦考 1こしていただければ＇幸いです。

尚同封に当日のテープのコビーを入れておき生すので参考1こして頂1)れば幸いです，9

今後とも JARILり益々の発展と皆19のご億肪をお祈 1） いたします c

敬具

'9年7月20 U 



フ］で＝フ こデ イ アの浩動条件

（ 1) 食費~交通費・宿泊費などについて

原則としてポランチィア本人の自己負担としますのでご了99ください。

(21"'月中の専故に対する保障

参加者の皆さんは「ポランティア行単保険」に加入されています。活動中に怪我をしたり、相

手に99宮を与えた楊合などには、一定の範囲で保障されています。これらの保険料は主催者が
全額負担しており束す。

なおこの保険は余廣による災害については保障されていませんn

もしこの余震oi震災特約保険」を加入される場合は、自己負担になり 1ヶ月約 I, 768円
かかります c

加入されよす人は、 お名前 住所 鑓99番号 保険料をご用意ください。

(3)ポランティア活勁の手紐

愛付
A1ポランティア受付表に記入
B)腕車（当局ポランティアで在ることの証明、終了時に返9(Iしてください）

CI名前の表示（タックシールで服装の上に目立つ様に貼ります）
DI 名前カ~ード（活動困所、内容記入し各自持参して下さい）
EI器材の受け渡し

活動内容の選枷
•ー・ .. 

Alパネルの活動メニュ の寸から選択してくださし

活尉JO)仕互（指示待ちではなく自主的に課題を探して瑕り組みましよう）

A)他団体の中に参加して活●9
ハンディー恨を持参し、その団体の活動方針により直接動く

必要な都度本部に連絡し、情報の意思伝達を行ない更に発19源に連絡行う
TI I本部での活動
オペレーターとして活動する。

止礎な情報の収集を行い、情報を必要としている場所に速やかに与え、更に情報提供者に

報告、連絡を行う

活勲が終ったら

A)名前カードを渡して下さい

B)救援受付表を記入して出してください

Clボランティア活動報告宮を記入して出してください
EI甜材の返却

も う 少 し酒動に深く 謁わってみたい方に

私たちは、毎晩、当日の報告と反省｀今後の対応を話し合います

私たちの活動の金容がより見えてきます〇 ください



ボランテイア受付・表

受付者： 担当者：．． ・ヽ- ---
-ャ---一••一~ヘ•~ ~ ~ -- - ~ ~ l •~— 

年 月 日 I I●日） 時頃 1 来局箆話・鱈
-• |..• -•一—/ J —~ _ - --• ---/ _ 

男女~ ！団体
-―~ヽ•一』•-~.~.~—~ ~ "―‘ 

住 所 1、FL : ——--•—.------ -[ -----
各種資格免許状況 コールサイン

-- ~ -•「~、一1 ―-- - ~ ~—:,:----
竺］り臼I月日ーー[9＿□竺り.,:l時 時

日中 夕方以降

脩考 宿泊の海合は連絡先・

一ヽ―--- ----- 1 - -~”- -~•、--• ~ t -•_ ＿ 

I 
, }9 9り 地」二孔地入り可能 ： 有I>)[9活動 物資提供の揚合は団体名~— ~~ -~ __L____ -ヽ・し――^~―- • 
パイクで現地迄行けますか・
| 

0 K NO I現地でパイタに乗れますか： 0 K NO 

一-- -— □------J 
対応

紺介した活動

「備考」

個人からの物資提供等は別の団体を紹介する専

i 

-・ --~--~-- --------
I 
しこの活動を何で知りましたか• 新聞（ 新聞）

[•一9ーーロ ー ＿ 

ラジオ ・TV・ その他（ ） 



1衣衰頁受｛寸衷

年月日

l男・女
―ヽ—●_____,

受付者： 担当者： ．．-・-~ 

曝日1 時頃 来局・耐話・郵便

才 -F[;` ---•--ロ―---
.、- --• -,-~・-・--・・・・--------

T E L : 

依 氏名

ぃ竺
紹介者

追揖団体

I• なたとの関係 男 女 才

9• ；□ニ―——--

T E L : F A X 

主な訴えの内容」

「""-

「対応」

．．．．．．．．．．．9 

l 

I 
』

』 m i 

l 
．』・・→ • →』・ ~し●し ▲ • • i 

受坦→慈集

出止

紹介 罰体柑介

i999つかず 保留

行政連絡 施設紐介 団体連

受理［廿来ない そ"a19



l 

ア丘ランティア許号郵J宰反告奎

氏名 住所

何の情報から参加しましたか 新聞 ラジオ・ TV・nl人家族・突然・その他

活動日9寺

活射J内容｛場所が複数の場合はそれぞれの場所毎に記入して下さい）

これからの活動の参考にしますので、今日の活動で感じた車などを記入して卜さい

i l．どんな車が求められていると思いましたか？
人的なサーピス 1労／」・介助・柑談・話し相手・情報の提供などを含む）

物沓（不阻 l、ていろ品物の名称・希望さヵ・ている数景1

その他

2. 当局の活動方法えの提案や問閉提起、その他惑じられた率をご記入ください

3 ・今後来られる日がありますか？

お疲れさまでした。気をつけて、お帰り下さい。

--·~--~ 



非常通信開局運用案

逍営委貝会

非常運用の指示、決定様関として各支部長とポランティアメンバーによる非常通信委貝会を

設涸し，ここで検討し、決定したことをセンター局から地区コントロール局に伝達し、実99

してもらうなどコーディネーター的役割を行う c

委員会のメンバーは直接被災地を視察し髄時被災地区コントロー}9局全局の黄任者と会令を

持ち、地図局の運薯方向を細かべその都度検'すし実脆てぃ<。地区コントロール問を開殷す

ろ場合は、委貝会が決め適切なクラプ局をその任にあてさせろ 0

当初被災地の局長の参加は無理であろと考え、 9即災地に近い所在地で非常通{9業務を開始し

時間経過と共に被災地の局長がこれに参加出来るようにする 3 （地理的、住民感1肖をより塁

視するためにも大切てわる）

この委員会は各地方本部釦こィンフォ・ーマル紐織として設阻しメンパーを常時確定しておく

必要がある。

周波数 便用周波数は •I 、1ふ og 433・08, 432 92-43a 98の間のいずれかを使用する， 1これはメインの

近くで常時使用している人半d9人達はJARLのメンバ 1 か叉19そ

意を[9哨すれば比較的理解してもらえる局長か叉はクラプ局である）

主ダニ局上支部が運囲を行い、地区コントロニと嘘杓i-6歴工1セノタ 局□且上
各地区コントロル局の開設準備

各地区の無線の門消運用管理と各種援助

各地区の逢SI犬慇の把，.

定時に各地区の状祝を硝波上報告し全貝1こ状況を知らせる

I．駈ふか9 lロ・・ル局砂ラ之昆準クラブ局苑崖月上．とgs01こなれたオペレータ を用9没！．
非附l埒1こ埜地局となってもらえるクラプ、準クラブ局の登録を 1，ておく c

姐営

各地区』ントロール局間の無絲連絡の必要はほとんど無い，

常時何らかの活9りをしているクラ f問準クラプ局がこの任に当たる車は人貝確保、意志の

伝達等に兼適である。

開局場所は必ず救援支援センター、又はそれに1在する場所に設営する。

救援支援ヒンター節の管理下で、その指示によりハンデ・iー・移動局からの情報を関係各所に

述絡、報告をする。 1メモで渡す）

上記の連絡、報告の実脂状況を関係各所より連9名をもらい、状況提供局、状況提供場所に述

絡する。 1メモ又は無線）

溌信に注意を払い通信を円滑に行う為に、独自に1罰波数、祖被形式を1せ定しハンデノ・局と

綿陀叫」ら合わせを行う。但し以後センター局に必ず報告をしておく恥

ハンディー局長とリグの特理、逓営と 1Eの活動の反省を行う

直接ポランうィア局長が来た場合は登録しその支固下で活動させセンター局に報告する。

1~ Uの概略活動をセンター局に村告する

・7 



公ューイー局（非常時のポランティア~一周として登録し＿て、お丘）_

指定用紙に必要畢項を記入し、地区コントnール局に登挺をおこなう

各地区の』ントロール局の指示により、救援対策センタ の皆埋下で、その指ホにより、又

は自発的な活動等を行い1肖99収巣をし、コン1、Eール局に報告する 1場所と内容）

各99救援活動のポランティアーの一肖として活動し、通信を活用して状況を報告し救援セ

ンタ・や、行政の円滑な運営をサポ~ートする

地区コントロール局に情親提供した場合、その結果報告をかならず惜報発僧地に連絡する。

1日の活動内容を指定用紙に記入し帰宅前に地区コントロールに提出する

コメント

ボランティア活動に対する考え方

ボランティア活動には殿低2つの条件が必要である。

（1)困るっている人を見て「お手伝いしましょうか」と気軽に声をかける社交性を身につ

Ij，それを高めていくこと。

(2)価値99を多様化していくこと

回りにいる野次縣的の人に＇ーちょっとやってみませんか」と気経ぶ：声をかけてやらせ

て見せる。 19れて輿味をもってきたころに「これはころするとやりやすいんだよ」と

教えていくとボランティア活動も広がろと思う。

慨略紺檬l淵

非常通信委貝会

co 1, センター局（地区コントロール局6局伯を集約） N (） 2 ： センター局

7 —-—-

A B
 c
 

D
 
Q
 
E各地区コントロール局（各救援センター第に配酋

[ー
'-「--「|―Tl

ィ"ハニホヘ 1、チリヌ各移動ハンディー機

-8 -



阪19 行終路大炭災での非常通信の実際・効果・反省

JN3 JLP 小坂雄二

実際

今考えると 1月17日吹nI巾の自宅で早朝「なにか変だなあ」と、うとうとしていた途端L下に身体が

99『きつけられペットが大きく左句謡れだし、そしてその澁間にはっうきりと目がさめた。関東にて長年

生活し地窟には99性的に恨れていたが、今まで1こ体験しない大きな淵れに＇これはただごとではない:と

思うと同時に「ガチャン」 「ドスン lとガラス類の削れる音が台所の方からし、 97れは大変だと部屋から

飛び出し地震の震源地を知る為1こ腔ぐにTVをつけ、暫くして地雲1肖報が京都、和歌山方面強い震度が発

生と流され吹田市より速くであるので安心し、又無姉懸の43 0トlllZのメインを閲くがシーンとし、誰

もQSOをしていないので、揺れは大きかったが各池の被宮はさほど出ていないと思い込み、室内の壊れ

た品物等のかたずけは 0月るくな・ってからにするとして再度ベットに入り 3[）分位うとうととしていたc

それでも織場に少し阜めに行く意濶があったのか6時30分頃起きTVを付けたとたん祭i犀地が神戸地lg

で災当実況9輯 1こ思われ9然としに同時にこれは大変な災者が近隣で起き無線の梢報が出ているものle

無線恨のSWを入れ、 30分前とは領／ビの差でメインはメチャクチャな滋信の中でやっと間き取れるのは

トラック砕モ ピル移動局の匝l道2号線等の況91回避のルート案内の要求伯報であった口この個報に対し

て応答するl酋l定局は L局も出て居なかった，メイン●l辺の42 9 0 0、.43L 00を暫く問くが一部

の周波数では災害のルート案内の要誼、救急車、梢防等の要諸があってもi頁信を起こし全文を把揮出来ず、

それ以外は日月I的な大阪の朝の同定化されたモーピル及び固定局の交！言であった。

職褐に行（にも坦申等がイ、99のため、？時頃に乗用車を利用し、途中街路樹の倒嗅一部のピルのガラス、

タイルの破損等が道路横迄に散乱した所を通るのに多少安速があっても当日は通行車両が以外に少なく醤

段10分位かかるところ 20分位で7時30分頃大阪・心斎橋の臓場1こ到酋した u

直花に従業貝の安否速絡を電話で行うがナ拇祠沿Jのlil線の制限か話し中が多くなかなか連絡が取れず特に

神戸方面の電話はかからなかった。

81嘩員に今日の診療1四1医師であるDrより1視僭窪話での辿格が入り l前日、神戸西市民防院の当直でこ

a1辺は大きな被当で病院も 5隅が1剖壊し緊急患者の応対に迫われ、そちらでり9今日の鯰察は出来ないので

誰かと交替してもらいたい 丸坂•も大きな被宮と思うがなんとか君護992 名出してもらいたい」と、大阪

で見ているTVでは「廣源地は神戸市M7, 「5J9の病棟が崩れて、現在人院患者多数がその下に居る棋

様 「長田区では5グ所位で火災が発生屯 「阪神高速郡靭項渭匹l遺で側隙 「阪叫礎車、阪急祖應

JR、新伊蒻の高架橋繹翻で倒壌」「国道2号線、産業i9窃砂却枷鄭勤叩恥大渋滞」「多く

の民家の例壊」 「死者は10 0人位でよだ99える傾向」とどどからの悟報でそれをDrに伝えると、 「ここ

では停飛臼｀Vの1肖報もなく、ラジオもないので、只目の前で起きている半を卸槌している1l駅に電茫

は不通1こなり以後3日間は俎靱9i訟ができなかった。

この蒔点では四邸Iしに直面した所の被災地に情報が殆ど届かす、周辺の仕較的災害の少ないところにTV

等より牢中撮影からのおおくの情報が集まった。結局、 1月17日の大阪地方も交通機関が1日中不通と

なりい10l199をもって職も鰤休診とした。



要望された肴設婦2名も l8日の夜迄にやっと鵠整し、単屯2台の後ろに乗叫9製成飲料水と 連格A

にハンディ 用アマナュア熙椋恨2台 (43 0MiIZ用）を持って！Ji発し内'n

蜘 i：炉l荷すると連格用無悽1妓はいち早（安否消舘に利用されに。しかし匝炭如固定局は災宵を受け、又

伴翫ため1局ども速格がつかない。出力の弱いハンディー浪99ため全・［モ ビル移動局に消された n し

かも43 0M[｛切99M帯は、周辺の厄尉l訪では今回の災害ば対岸5．吹り）ように、秤いも変わらぬ日常

のラグチ辺ー（咋冬始し非常i91月と）印戸から出しても消され役に立たず仕方なくハンディ機l司志の叩9で

行うことにし使用周波数と変9B]は430MHZのSSD桁1こFW俎調で基点を神戸市長田区 It9眺＇eて991

区｀頂淵区！中絶地点は六甲山）こ、そこから吹田巾鴎屑定局に繋ぎ安合1肖報を開始した。方法は1時'，Jill

隔で迪絡者の住所と氏名、迎絡先mi炉『と氏名を筈取り固定局に一方l司で送り、固定局て 104で霜話煎

会を行い祖話連名をしたゥ

1だL9 日、 20 日の当時、六甲 I!9 中『9でも存下の気温であり、防姦服、食専等む不—l•分なためここの忌

長が倒れ心なシずも 2日間で中99したが全国61 0ヶ所に述絡が吊来た。
一方 神戸市内のアマナュア無棟家の動府は、神戸市内の仔霜は17-18夕方（場所により異なるが）

迄続きその間の惜報ii携帯ラジオ¢)みであり、近隣の詳細は白分で店いておこなっていた。

1 月 188夕刻砥気の回復に従い市内の局長が少しず•9お互いの安否と周辺1肖喪の交換が始まっ [9 て災

宮の腔実な交1言はJP.3WGLI程9低）とJA6IOC/3［東i91区）のみ。

1月2.0日より各地からの救瞬祖貨搬入、日赤等の案内交信が多く 1人では悪理、 l月21日に有棟で近

所の局に依9するが郷●で他局を呼び出し中、神戸に入港の海上自衛隊設1局9監＇しらね」 l苔乗のJi、ilY 

EP I海」＿自 衛隊横須賀基地ハムクラプ）と交信、給水支援の律報を無線を通し展後まで煩く。 JC[I 

JOC/IJより JAHLよ砂ピーター、ハンディ・・機の貸し出し、東灘区役所は不嬰芦邸11役Fl［は

2 0台、 JARLよりOP3名応援 JARL典紐支部が'20台保有」ゆ羞各。

1月22日l9ビ・・ターのテスト。少しずつ視9区災害対策本部を昴ね無線楓の要望を聞くが、挽特無絲の翌

求のか

』月26日J,¥Rしに有緒で「JA3YRLをJG310じ／i1個人宅に股浬したが、 OPl人ては無理1

至急OPの応援要阻」各R赤医療樗等の連絡 JI 3QUO (I砲上自衛隊和泉連帯救援派直通儒li,.,9．交

（行し19報交換。

1月24 日 1地賓8 日後）新聞祇J•（こアマチュア無線家のボランティア募集

1月28日 19輯 128後IJASL関西地方本部串務所で屈初の会合で本部良より状祝報告があっにが

具i秘りな行動偉I、9l世が無いのに全員が失望したn

内容は慨略以下の通り。

応地方本部で1立ンディ・ー楓200台全部を兵宦1陪支部に渡したが付祁瑛が不明のため今日集まった人

が必要とした場合に渡す車が出来ないこれtl8J3AAAから始まる特別処置の口頭による免許許可

使用周波数は43 6 8 8、43 6. ＇／ 2、43 6. 5 0の'，Mが郵政省から認められたので非常通信は

ここで行う。

JA3SLを1月28日より速用し、災宮復90支援センター局とし1月26日間局の．JASYRL（東199

l・ 



区 宮安氏自宅：兵庫県支部運用岡 3/Lより灘I名神戸学生肖年センターに移動1をサプセンダ局と

し了逓用する。

llーーター (JR3WA •130 -'200)を1月2l日より (IR3VU 0,00)をl月26ヨ

よりill!用開始c

JA3YRLと連携をとり、主として神戸市内と配布200台"9ハンディー恨及びー股アマfュア局と交

信し以下の惜鉗収策、応差を図り、各局からの問い合わせにたいしても惜報提供を行う。

交通•I肖報及び道路の損壊、近l滉居住者·知人的の安否、水·食料を扱っている症店、公共サービスの実施

状況、被災地堕仕のアマチュア局の動筋（これが当所の主目的である）

JA3H]．は2月末のt R、祭日に関係なく 10時ー 19時の運用で主として届波数の確保が目的。

これで「さ花皆さんこれからどうしましょうか？」と問いかけられたJ

そこで以→卜の偕報が出され有志がその場で即実行にうつす計画を練り各所に連格を開殆したa

四呂市の公同教会（応援する市民の会，災当救援簸大のポランティアグ）いプ）に連洛したが既に誰かが

アンデナと熙絹眼は設證してあり、しかしオベレターを出す約束が実行されないので誰も運用する享が出

来ないとIヒられ器材が邪磁になるので弓lき取りを要笠されたc

神戸巾長111区で活動中のAMDAが連絡［月9,'蝕 llのアマチュア無19家を利用していたが局長が休周を脱し

交苦要員を探しているf肖報があり、 A¥IDA本部串務局に連惰しそれから貶田区現l9頁任者を避しやっと

JARL岡山県支音l［長の歓鑓氏と辿格が取れ翌日の L月29日に関店からJA3QVQグループが阿山支

部との引楢を行ない8J3AMSの地区甚l態局となった。

以後JA3RLは43 QMHZのFMでJA3YTTLとの枕上の菜務交信と、非常通信周波数の指定3波

邸且1言排l徐等がメインの作業であー9/:，

2月2日・ 9,11且新聞にHAMポランティア募集の記車が褐載され当日だけで15 0人1ノ上がJA且L醐西

馳方本部に登録された。

そ））後JA3YRL<）プセンター局はとららかと首うと束i99区の部周辺の個人的な救授の物貰配達 炊

き出し等がメインの作莱で、当時一般で言われる広域でび叫ポランティア支伝芦甜J、99無いかった。

これではせっかくの連格用アマしf-4ア無線が有効に利用されず、それよりも各地の災沓救援センターの現

l易1,Jに入り、各1●救援、災宙復l日の手足として利用して貰う方法を模索していたが、東lJ9区保●所が東廂

区及び沿区の共同の救援活動をしていたのて 2月4日（地脂後19日目） Ill見に許可を得て地区基＇屁

8J3Al,[Lが開設。

？月5Fl （地祖後20 日 eli●区▲神戸学生背年センタ~ー内に 8 J3AM,]か開設。

2月llR（地腐後2，6日1,JA3)LLのオペレーター 5人が各災害復1H基地局を防1月し意見調整を行い

同時に災当現場と各避難所及び各地区の災害枚援センターの闊査をした3

2月12日（地瞬後27日目）西宮『l1,1翻嘩飴内に8L3AMRが開設，

ごの間に角屋市役所北9)1こ8Jf3AMO,神戸市西厄の神戸外大内に8J3AMN、神戸市兵庫区役所内

に8J 3A¥1M、そして上として(9人運用として西印詞広田4学校（こSJ'3AMT、神戸市西区の体育

館1こ8J3AMlf、神戸市中央区に8、f3AMI 1バグット）、宝塚市に8J 3AMQ、兵庫区JAsc 
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GK、測区JA3¥＼'砂、神戸大学的にaJ3 Q心1'-8J3AJP、神戸学生声年ヒンターに8J3 

AEB -8 T3AEC、つまり紀下に9毀数のハンディー機があり宙属のオペレーターがいた基）胆閤196局

て、叩9で運用していた革地局は12局であった。このうちサプセンター局であるJA3YRLが終始ユ

ントロールした某地局は1Jとんとな（、それぞれの開股地区却1廊加単独行動であったc

各救援災宮セノタ 内における話地国の活動1ま専I•オペレーターが一 1 2人、その―卜1ご複数のハンディ

機を持った人が以下の各種ボランティア活9カをする中で必要に応じ連格の交信をした勺

壁難酉・塵盟飩回2農醗煉・勢嬰堕蒻・窟急鯰謬羹車翌也・饂饂・饂塞整記邁

倉二ュ旦置イ上 交通情報・おJ・！け隊

1話相手質い物建物徹去・遊び相f・炊き出し 引越水くみ・自転巾修理）

「｝し 8J3AAA-」

甚l暉では必ず登録する。

各種オランティア活勤の中に入り必要に応じ基地局と連絡を取り（彗J阻砂も樽示）作業を円滑にする。

惜疇供d)場合は突脆状況ダ州確瞑を行う。 （当日出釆なければ次の人に市し送りをする）

1日の作業報告を提出。

「地区基地閉叫既略活則"8J3AMS-8J3AML・ 8 J 3AMJ • 8J3AMO, 8J3AMR I -、- - -^  •--- -—• -
局設謎場所の救援灯策災呂9，J来本部の管理下で活動し、 i99影を関係名所に迎絡しそのフォローの確認。

通1目を円滑にするため、独自に周波数、霞波形式を設定しサプセンター局に報告。

器械器具の管理。

1L}の通信記紐ばサプセンター問1こ` 作業記録は対策木部に提出。

「サプセンター局の膨陸勲、』A9YBL_

各地区の無線の円涌な連堂の管理と助苫及び地区開局の手配、人員di配分、嗣整等。

1日の各基地阿の活9拭邸貰呪9告、連絡皐項を指定固被敬で行う。

9、センター翠閉略酋懃 JA3R.L_j_

サブセンター局、地区基地問間の調整どこれらの局の依頓業務む実臆c

各19団体とq}謂彗及び速絋使用電液の管理人貝の管理、 99怒器材0社］腑達。

効果

霜話1い対1の情報が熙線では一斉1ご惜翌の交換でき 1宰領逝1月） しかも多くの動If]が9舞I/j紀解りそれ

によh対応策が急いで！［I来た。

一斎l•平び出し｀ n,屈I呼び出しが出来、僭殴の伝達が早かった、，

玲の局が問いて居るので99報も修Wが可能1こなるのでより正館な199甘が得られた。

対策本郎等で活動し、電話と違う無99を現場で見閲され多くの人にその効果が確照さられ1rr】

屯なる無線専用のOPでなく、各99ポランティア活動をしながら必要な連格にアマチュア無線紅IJ店した

ので周囲の人cり間で専門的な特殊技術者としての速和惑がなかった。

無線通信連絡が対策本部内で評価が高まると、忠わない所から伝達、朕望等依頼部月が多くなり更に人的

交流と情報亘が多くなり災害対策の全体像が自然と1乍9)Iになh、それによる災宮復旧の先取りの提案がア
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マチュア無練家から出るようになり周囲から期待と信頼が増した。

遊9ドと見られていたアマチュア無線は、それを通用している人がいろんな盛菜の持ち主巳その礫業的知

讃を生かしながらポランティア活動をI,、更に惜報収集にアマチュア無線の通信を行うのである稽の羨岨

的な毘方があり｀これにより免許を取得したいとの希望者が多くあった。

部であるが公共、窮公庁との間で悟9如芍災が10来たc

反省

訊横鱈

まざか関凸地方で地澁が起こる単i這9もが予想しなく、それに対応する方策が全くなかったために災宮救

援対策を立ち上がる迄1こ時間がかかった。

日頃からi9法焦線局の適切な排除が行われす無綿のマナーの向しが不足していたため消借等〇；応対1こ苦店

した。

JARL関西地汀本部自体が非常通{9を行うについてかなり踏蜻していたRで立ち後れ｀その後の栢栢性

と命令系統がまらまちで浪乱が生じたc 1庭巣、●務局、支部間J

メイン周波数で随時非常通信が行われているア｝ウンスがあれば、より多くの関西地方の局長が活動に参

加出来、渭信等の排除にも協力可能であった。

基地局、サブセンター局共に活動内容、指庁等の貝休的なマニュアルがないため対策本部どの間にトラプ

ルが生し閉局したところがあった。 (8J3AMLJ 

JARL関西地方本部袴の役貝の非常時に対する意識の欠如がありこれが浪乱の根元となった。

災害直後9こ消防と一999こ救急医朕9こJJl199り、搬送瓜附忍先の連格が出来たらどんな9こ効米的で喜ばれた

訓対l0しれない。

災害時にはJAl?，Lの会員以外の人が多く活動を支えてもらえるので直ちにこARLがキ体で既存の組

識とは別に災害復1日特別委貝会等の組織を作り｀指廉、命令等の惜報を統一することが大切であった。

使用するハンディー慨はより商忠lして、誰でも簡単に運用出来、しかも9船の俯蓄が必要であった。

倅篭期間はパヅテリーが必要であるが、毎気系統の回復に伴い充篭器のパッテ，）ーに切り替える車が必要

であり、充酋甜付と允君ハッテリーが必要であった。

災害時ドは隣接の支部等が早怠に応援に入れる体制を構薬しなければいけなが：応

基地局、サプセンタ 局共コーティネーター的役割をする人が居ないので指示滅裂化なるl楊合があった。

プライバシィー等の関係で1l恥l人の家での甚1阻局の開局1J詑対1こ冠11るべきであふ

官民一体の救援消報活動を作り［ける。

ポランテn’俣険に加入。
鼠霜蒙関f面

非常迎／円の法律非常通信〇；泄用が理解されていなか'，1とのでその説明に苦1怠したc

礁線鉦のボランティアは全て机の前に座るオペレ••ダ・だ11だと思い込んでいる人が多く、 OPでなけれ

ば協力しない人が以外にいたので→れポランティアの中に入っt必按な時に無線を使用する方か効巣的な

迦用）与祓である事を理解してもらうのに苦慮した。
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宰領酒桐Ji武や、ラウントQSOや FM変飼独待のプレ クタイムを取るi酋伺手段を知らない人がいて

更に通1月0円滑を欠いた。

円頃ラワン i•QSOの経険していない人がOF をすると混信等に臨栽応変<oQSO｛こ切替が出来ないので

かえって涌乱を来した。

和1調に19~ト分になれたオペレーターが必要で、更に各基地同のメイン情成拭IJ：日頃匂 SDをしこいるダ

ル プが主体になる車が浬nl面で有効な●1きが出東大切な車である。

箭線と携帯篭話との利点、欠点が日頃から理研していなか・った u

9いディ 楓の利用が初めての人が多くいて1貝れるのに輛布を要したe

FMはSS Bと違う通信方法を行うために、これにとまどう人が多く19れるのに『9を要した1

災宮時等を想定し災害復iB基地局を担えるクラブを登録しておくと早い時期に活動が開始される。

災試等を店定し災宮復iBに参加可能な無綿家を登躁しておくと早い時期に活動が開始される。

第一段階 i災害発止1日目位1

災害対策委呉会設隈一行政及び公共且l／木との連携の打ち合わせ

センター局の聞閉

非悛災地の支音l1のボランティア登録クラプ終蘊クラプ）を召果19、地区基地局開局を行う。

祖災拙の各19l可佑こ遮格を取り初期災宮救播活動を援助する。

19人登録メンパーの参加可能な枯平井序の確認と一般アマチュア無瑶家の芽典をマスコミを通じて行う u

第一段階 1災宰発生後1週間後位f

第一段階の活動を行いながら時間の経過と共に、この活即こ披災地の人で活動出来る人を順次参加させ

て共同逓用にしていく。これは現埴の生活、通路等の紺かな19報が得られ被災者自立え"a第一歩につな
がる。

第二段階 1災害発生後 lヶ月後位）

主体を順次被災地メンバーに変更し、非被災池メンバじt19助的役割に向かう。

第四段99（災害発生後2ヶ月後位）

被災地メンバーが主体で運用を行い、祓災地各団体と5)協力を深め翠独行動をする。

四凶疇疇疇用案，参照
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J,¥3RL 大阪市大士寺区 センター局

令回硝B9荘羅｛蜘疇 (QJARL関四地方本部）

8 J :I AM 5 

長田lえ役所

4 J S ei 011 11 : 

19人的要索が強い局

JA!YIU. 神戸市妬99区後に神戸市91区 サプセンタ局

8 J 3A M !→ 

東99l又閑姥

4 36 ・ 5 0HII t 

"'人宅） （神戸学生音年センター）

-9] 
8J3AUJ 8 J 3AMO 8 J3AMh 

糾和学生者年センター 芦屈市役所化舘 西宮市福祉会館

4 3゜~部1111芯 』1365091l辺 4 3 ° ・ ? 2 1 11: : 

8 J3AMN 8 J 38M'」‘8J 3 Awk 8 J 3 AI,9M 8 J3AM I 8J3AMQ 

中央ll・ V 窄塚市河区神戸外大西宮TII，広m小西区・体育館 兵鹿区役所

JA3 CGI( 

因●区

脱初の惜報交換局

8 J 8AEB.. a J 3AEC 

灘l又~神戸学'|育年センタ

,/A3¥＼「GL

灘区

JG6 IOC/3 
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神戸大学救掛センター
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